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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再生デバイスの意図された動作を特定することと；
　前記再生デバイスの前記意図された動作を特定することに応じて制御信号を生成させる
ことと；
を含み、
　前記意図された動作は観察設定を含み、前記観察設定は観察点と観察向きのいずれかま
たは両方を含み、前記観察点は、オーディオプレゼンテーション及び／又はビデオプレゼ
ンテーションの取得又は再生のための、３次元空間内の点または体積を示し、前記観察向
きは、前記オーディオプレゼンテーション及び／又は前記ビデオプレゼンテーションがレ
ンダリングされる向きを示し、
　前記制御信号は、前記オーディオプレゼンテーション及び／又は前記ビデオプレゼンテ
ーションの前記再生デバイス上でのレンダリング動作に関連付けられており、前記制御信
号は、前記再生デバイスの前記意図された動作を示し、
　ビデオストリーム中の再生モード条件に関連付けられる前記観察設定は、前記再生デバ
イスによって前記意図された動作がいつ適用されるかを示す標示を含み、前記標示は再生
モードを示し、前記再生モードは、連続再生と、連続再生開始のためのシーク又はランダ
ムアクセスとの一つ又は両方を含む、
方法。
【請求項２】
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　前記レンダリング動作は、前記オーディオプレゼンテーション及び／又は前記ビデオプ
レゼンテーションの部分を選択することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記観察設定は、前記再生デバイスの意図された動作に関連付けられた標示であって、
最も取りうる視聴方向を示す標示を受信することを含む、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記観察設定に関連付けられた条件が満たされたかどうかを判断することは、前記再生
デバイスがランダムアクセスモードであるかどうかを判断することを含む、請求項１から
３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　制御信号を受信することと；
　前記制御信号に従ってオーディオプレゼンテーション及び／又はビデオプレゼンテーシ
ョンをレンダリングすることと；
を含む方法であって、
　前記制御信号は、オーディオプレゼンテーション及び／又はビデオプレゼンテーション
の再生デバイス上でのレンダリング動作に関連付けられており、
　前記制御信号は、前記制御信号は、前記再生デバイスの意図された動作を示し、
　前記意図された動作は観察設定を含み、前記観察設定は観察点と観察向きのいずれかま
たは両方を含み、
　前記観察点は、オーディオプレゼンテーション及び／又はビデオプレゼンテーションの
取得又は再生のための、３次元空間内の点または体積を示し、前記観察向きは、前記オー
ディオプレゼンテーション及び／又は前記ビデオプレゼンテーションがレンダリングされ
る向きを示し、
　ビデオストリーム中の再生モード条件に関連付けられる前記観察設定は、前記再生デバ
イスによって前記意図された動作がいつ適用されるかを示す標示を含み、前記標示は再生
モードを示し、前記再生モードは、連続再生と、連続再生開始のためのシーク又はランダ
ムアクセスとの一つ又は両方を含み、
　前記方法は更に、前記標示を適用するかどうかを決定することを含む、方法。
【請求項６】
　前記制御信号に従って、前記オーディオプレゼンテーション及び／又は前記ビデオプレ
ゼンテーションの伝送単位を要求することを更に含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　連続再生において無条件に適用される初期観察設定標示に基づいて後で要求される可能
性がある伝送単位を判断することと；
　前記後で要求される可能性がある前記伝送単位の情報を送信することと；
を更に含む、請求項５又は６に記載の方法。
【請求項８】
　再生デバイスの意図された動作を特定する手段と；
　前記再生デバイスの前記意図された動作を特定することに応じて制御信号を生成させる
手段と；
を備え、
　前記意図された動作は観察設定を含み、前記観察設定は観察点と観察向きのいずれかま
たは両方を含み、前記観察点は、オーディオプレゼンテーション及び／又はビデオプレゼ
ンテーションの取得又は再生のための、３次元空間内の点または体積を示し、前記観察向
きは、前記オーディオプレゼンテーション及び／又は前記ビデオプレゼンテーションがレ
ンダリングされる向きを示し、
　前記制御信号は、前記オーディオプレゼンテーション及び／又は前記ビデオプレゼンテ
ーションの前記再生デバイス上でのレンダリング動作に関連付けられており、前記制御信
号は、前記再生デバイスの前記意図された動作を示し、
　ビデオストリーム中の再生モード条件に関連付けられる前記観察設定は、前記再生デバ
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イスによって前記意図された動作がいつ適用されるかを示す標示を含み、前記標示は再生
モードを示し、前記再生モードは、連続再生と、連続再生開始のためのシーク又はランダ
ムアクセスとの一つ又は両方を含む、
装置。
【請求項９】
　制御信号を受信する手段と；
　前記制御信号に従ってオーディオプレゼンテーション及び／又はビデオプレゼンテーシ
ョンをレンダリングする手段と；
を備え、
　前記制御信号は、オーディオプレゼンテーション及び／又はビデオプレゼンテーション
の再生デバイス上でのレンダリング動作に関連付けられており、
　前記制御信号は、前記制御信号は、前記再生デバイスの意図された動作を示し、
　前記意図された動作は観察設定を含み、前記観察設定は観察点と観察向きのいずれかま
たは両方を含み、
　前記観察点は、オーディオプレゼンテーション及び／又はビデオプレゼンテーションの
取得又は再生のための、３次元空間内の点または体積を示し、前記観察向きは、前記オー
ディオプレゼンテーション及び／又は前記ビデオプレゼンテーションがレンダリングされ
る向きを示し、
　ビデオストリーム中の再生モード条件に関連付けられる前記観察設定は、前記再生デバ
イスによって前記意図された動作がいつ適用されるかを示す標示を含み、前記標示は再生
モードを示し、前記再生モードは、連続再生と、連続再生開始のためのシーク又はランダ
ムアクセスとの一つ又は両方を含む、
装置。
【請求項１０】
　処理手段及び記憶手段を備える装置であって、前記記憶手段はプログラム命令を格納し
、前記プログラム命令は、前記処理手段に実行されると、前記装置に、請求項１から７の
いずれかに記載の方法を遂行させるように構成される、装置。
【請求項１１】
　装置の処理手段に実行されると、前記装置に、請求項１から７のいずれかに記載の方法
を遂行させるように構成されるプログラム命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　一例示的実施形態は概してメディアコンテンツの符号化に関し、特に、ストリーミング
仮想現実コンテンツおよびその他のオーディオビジュアルコンテンツの状況において関連
する。
【背景】
【０００２】
　３６０°ビデオや他の同様のコンテンツなどの仮想現実オーディオビジュアルコンテン
ツは、そのようなコンテンツから得られる没入的視聴体験を好んだり楽しんだりする視聴
者やコンテンツクリエイタの間でますます人気を集めつつある。このような仮想現実コン
テンツの人気の高まりにより、高品質の視聴体験をもたらすストリーミング仮想現実コン
テンツに対する視聴者の要求が高まっている。
【０００３】
　ストリーミング仮想現実コンテンツ環境において一貫した高品質の視聴体験を提供する
ニーズにより、様々な技術的課題がもたらされる。これは特に、コンテンツクリエイタが
、コンテンツをどのように視聴者に提示すべきか、およびそのようなコンテンツを視聴者
の視野内でどのように提示すべきかに関する創作的および／または監督的な決定をした場
合に当てはまる。このような技術的課題は、視聴者にとって快適な視聴の向きの範囲が限
られている場合や、視聴者の向きによって、視聴者が体験するコンテンツが、コンテンツ
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クリエイタが意図したものから離れてしまいがちな場合に伴うことがある。
【摘要】
【０００４】
　したがって、ユーザ主導のオーディオビジュアルコンテンツの選択的レンダリングを行
うために、一例示的実施形態による方法、装置、およびコンピュータプログラム製品を提
供する。この点において、一例示的実施形態による方法、装置、およびコンピュータプロ
グラム製品は、レンダリングされるオーディオビジュアルコンテンツの観察点および観察
向きの選択の制御を行う。
【０００５】
　一例示的実施形態において方法が提供される。この方法は、オーディオビジュアルプレ
ゼンテーションの伝送単位のセットにおける初期観察設定に関連付けられた標示を受信す
ることを含む。本例示的実施形態の前記方法は、再生デバイスの意図された動作に関連付
けられた標示を受信することも含む。本例示的実施形態の前記方法は、前記再生デバイス
の前記意図された動作を特定することも含む。本例示的実施形態の前記方法は、前記再生
デバイスの前記意図された動作を特定することに応じて制御信号を生成させることも含み
、前記制御信号は、前記再生デバイス上での前記オーディオビジュアルプレゼンテーショ
ンのレンダリング動作に関連付けられている。
【０００６】
　そのような方法のいくつかの例示的実装において、前記観察設定は観察点と観察向きと
を含む。そのようないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実装において、前記再
生デバイスの前記意図された動作に関連付けられた前記標示は、前記再生デバイスの連続
再生モードにおける前記再生デバイスの意図された動作に関連付けられた標示と、前記再
生デバイスのランダムアクセスモードにおける前記再生デバイスの意図された動作に関連
付けられた標示とを含む。
【０００７】
　いくつかの例示的実装において、前記再生デバイスの前記意図された動作を特定するこ
とは、前記再生デバイスの前記意図された動作に関連付けられた条件が満たされたかどう
かを判断することを含む。そのようないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実装
において、前記条件は、前記初期観察設定に関連付けられた少なくとも１つのリセット条
件を含む。そのようないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実装において、前記
条件は、前記初期観察設定に関連付けられた少なくとも１つの維持条件を含む。
【０００８】
　いくつかの例示的実装において、前記再生デバイス上での前記オーディオビジュアルプ
レゼンテーションの前記レンダリング動作は、前記オーディオビジュアルプレゼンテーシ
ョンの部分を選択することを含む。
【０００９】
　別の例示的実施形態において、装置が提供される。前記装置は、少なくとも１つのプロ
セッサと、コンピュータプログラムコードを含む少なくとも１つのメモリと、を備え、前
記少なくとも１つのメモリおよび前記コンピュータプログラムコードは、前記少なくとも
１つのプロセッサによって、少なくとも、オーディオビジュアルプレゼンテーションの伝
送単位のセットにおける初期観察設定に関連付けられた標示を受信することと、再生デバ
イスの意図された動作に関連付けられた標示を受信することと、前記再生デバイスの前記
意図された動作を特定することと、前記再生デバイスの前記意図された動作を特定するこ
とに応じて制御信号を生成させることと、を前記装置にさせるように構成され、前記制御
信号は、前記再生デバイス上での前記オーディオビジュアルプレゼンテーションのレンダ
リング動作に関連付けられている。
【００１０】
　いくつかの例示的実装において、前記観察設定は観察点と観察向きとを含む。そのよう
ないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実装において、前記再生デバイスの前記
意図された動作に関連付けられた前記標示は、前記再生デバイスの連続再生モードにおけ
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る前記再生デバイスの意図された動作に関連付けられた標示と、前記再生デバイスのラン
ダムアクセスモードにおける前記再生デバイスの意図された動作に関連付けられた標示と
を含む。
【００１１】
　いくつかの例示的実装において、前記再生デバイスの前記意図された動作を特定するこ
とは、前記再生デバイスの前記意図された動作に関連付けられた条件が満たされたかどう
かを判断することを含む。そのようないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実装
において、前記条件は、前記初期観察設定に関連付けられた少なくとも１つのリセット条
件を含む。そのようないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実装において、前記
条件は、前記初期観察設定に関連付けられた少なくとも１つの維持条件を含む。
【００１２】
　いくつかの例示的実装において、前記再生デバイス上での前記オーディオビジュアルプ
レゼンテーションの前記レンダリング動作は、前記オーディオビジュアルプレゼンテーシ
ョンの部分を選択することを含む。
【００１３】
　さらなる例示的実施形態において、コンピュータプログラム製品が提供される。このコ
ンピュータプログラム製品は、コンピュータによって実行可能なプログラムコード命令が
記憶された、少なくとも１つの非一時的コンピュータ可読記憶媒体を含み、前記コンピュ
ータによって実行可能なプログラムコード命令は、オーディオビジュアルプレゼンテーシ
ョンの伝送単位のセットにおける初期観察設定に関連付けられた標示を受信し、再生デバ
イスの意図された動作に関連付けられた標示を受信し、前記再生デバイスの前記意図され
た動作を特定し、前記再生デバイスの前記意図された動作を特定することに応じて制御信
号を生成させる、ように構成されたプログラムコード命令を含み、前記制御信号は、前記
再生デバイス上での前記オーディオビジュアルプレゼンテーションのレンダリング動作に
関連付けられ、前記再生デバイス上での前記オーディオビジュアルプレゼンテーションの
前記レンダリング動作は、前記オーディオビジュアルプレゼンテーションの部分を選択す
ることを含む。
【００１４】
　いくつかの例示的実装において、前記観察設定は観察点と観察向きとを含む。そのよう
ないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実装において、前記再生デバイスの前記
意図された動作に関連付けられた前記標示は、前記再生デバイスの連続再生モードにおけ
る前記再生デバイスの意図された動作に関連付けられた標示と、前記再生デバイスのラン
ダムアクセスモードにおける前記再生デバイスの意図された動作に関連付けられた標示と
を含む。
【００１５】
　いくつかの例示的実装において、前記再生デバイスの前記意図された動作を特定するこ
とは、前記再生デバイスの前記意図された動作に関連付けられた条件が満たされたかどう
かを判断することを含む。そのようないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実装
において、前記条件は、前記初期観察設定に関連付けられた少なくとも１つのリセット条
件を含む。そのようないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実装において、前記
条件は、前記初期観察設定に関連付けられた少なくとも１つの維持条件を含む。
【００１６】
　さらに別の例示的実施形態において、装置が提供される。前記装置は、オーディオビジ
ュアルプレゼンテーションの伝送単位のセットにおける初期観察設定に関連付けられた標
示を受信し、再生デバイスの意図された動作に関連付けられた標示を受信し、前記再生デ
バイスの前記意図された動作を特定し、前記再生デバイスの前記意図された動作を特定す
ることに応じて制御信号を生成させる、ための手段を備え、前記制御信号は、前記再生デ
バイス上での前記オーディオビジュアルプレゼンテーションのレンダリング動作に関連付
けられている。
【００１７】
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　いくつかの例示的実装において、前記観察設定は観察点と観察向きとを含む。そのよう
ないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実装において、前記再生デバイスの前記
意図された動作に関連付けられた前記標示は、前記再生デバイスの連続再生モードにおけ
る前記再生デバイスの意図された動作に関連付けられた標示と、前記再生デバイスのラン
ダムアクセスモードにおける前記再生デバイスの意図された動作に関連付けられた標示と
を含む。
【００１８】
　いくつかの例示的実装において、前記再生デバイスの前記意図された動作を特定するこ
とは、前記再生デバイスの前記意図された動作に関連付けられた条件が満たされたかどう
かを判断することを含む。そのようないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実装
において、前記条件は、前記初期観察設定に関連付けられた少なくとも１つのリセット条
件を含む。そのようないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実装において、前記
条件は、前記初期観察設定に関連付けられた少なくとも１つの維持条件を含む。
【００１９】
　いくつかの例示的実装において、前記再生デバイス上での前記オーディオビジュアルプ
レゼンテーションの前記レンダリング動作は、前記オーディオビジュアルプレゼンテーシ
ョンの部分を選択することを含む。
【００２０】
　さらなる例示的実施形態において、方法が提供される。前記方法は、オーディオビジュ
アルプレゼンテーションの伝送単位のセットに関連付けられた観察設定を検出することと
、前記観察設定に関連付けられた条件が満たされたかどうかを判断することと、前記観察
設定に関連付けられた条件が満たされたかどうかの判断に応じて、オーディオビジュアル
プレゼンテーションの前記伝送単位のサブセットを選択することと、制御信号を生成させ
ることと、を含み、前記制御信号は、前記再生デバイス上での前記オーディオビジュアル
プレゼンテーションの前記伝送単位の前記選択されたサブセットのレンダリング動作に関
連付けられている。
【００２１】
　そのような方法のいくつかの例示的実装において、前記観察設定は観察点と観察向きの
いずれかまたは両方を含む。そのようないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実
装において、前記観察設定は、前記オーディオビジュアルプレゼンテーションの前記伝送
単位のセットに関連付けられた最も取りうる視聴方向の標示を含む。
【００２２】
　いくつかの例示的実装において、前記制御信号は、再生デバイスの意図された動作の標
示を含む。そのようないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実装において、前記
観察設定に関連付けられた条件が満たされたかどうかを判断することは、前記再生デバイ
スに関連付けられた向きを特定することを含む。そのようないくつかの例示的実装、およ
びその他の例示的実装において、前記観察設定に関連付けられた条件が満たされたかどう
かを判断することは、前記再生デバイスが連続再生モードであるかどうかを判断すること
を含む。そのようないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実装において、前記観
察設定に関連付けられた条件が満たされたかどうかを判断することは、前記再生デバイス
がランダムアクセスモードであるかどうかを判断することを含む。
【００２３】
　さらに別の例示的実施形態において、装置が提供される。前記装置は、オーディオビジ
ュアルプレゼンテーションの伝送単位のセットに関連付けられた観察設定を検出し、前記
観察設定に関連付けられた条件が満たされたかどうかを判断し、前記観察設定に関連付け
られた条件が満たされたかどうかの判断に応じて、オーディオビジュアルプレゼンテーシ
ョンの前記伝送単位のサブセットを選択し、制御信号を生成させる、ための手段を備え、
前記制御信号は、前記再生デバイス上での前記オーディオビジュアルプレゼンテーション
の前記伝送単位の前記選択されたサブセットのレンダリング動作に関連付けられている。
【００２４】
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　そのような装置のいくつかの例示的実装において、前記観察設定は観察点と観察向きの
いずれかまたは両方を含む。そのようないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実
装において、前記観察設定は、前記オーディオビジュアルプレゼンテーションの前記伝送
単位のセットに関連付けられた最も取りうる視聴方向の標示を含む。
【００２５】
　いくつかの例示的実装において、前記制御信号は、再生デバイスの意図された動作の標
示を含む。そのようないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実装において、前記
観察設定に関連付けられた条件が満たされたかどうかを判断することは、前記再生デバイ
スに関連付けられた向きを特定することを含む。そのようないくつかの例示的実装、およ
びその他の例示的実装において、前記観察設定に関連付けられた条件が満たされたかどう
かを判断することは、前記再生デバイスが連続再生モードであるかどうかを判断すること
を含む。そのようないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実装において、前記観
察設定に関連付けられた条件が満たされたかどうかを判断することは、前記再生デバイス
がランダムアクセスモードであるかどうかを判断することを含む。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
　本開示の特定の例示的実施形態の概略を説明したが、ここで添付の図面を参照する。こ
れらの図面は必ずしも縮尺に従ったものではない。
【００２７】
【図１】図１は、本発明の一例示的実施形態による実装を実行しうる例示的システム環境
を示す図である。
【００２８】
【図２】図２は、本発明の一例示的実施形態により具体的に構成されうる装置のブロック
図である。
【００２９】
【図３】図３は、本発明の一例示的実施形態による仮想現実ビデオプレゼンテーションの
状況において実行される一例示的実装のブロック図である。
【００３０】
【図４】図４は、本発明の一例示的実施形態による多視点ビデオプレゼンテーションの状
況において実行される一例示的実装のブロック図である。
【００３１】
【図５】図５は、本発明の一例示的実施形態による多視点ビデオプレゼンテーションの状
況において実行される別の例示的実装のブロック図である。
【００３２】
【図６Ａ】図６Ａは、本発明の一例示的実施形態により、図２の装置などによって実行さ
れる一連の動作を示すフローチャートである。
【００３３】
【図６Ｂ】図６Ｂは、本発明の一例示的実施形態により、図２の装置などによって実行さ
れる一連の動作を示すフローチャートである。
【００３４】
【図７】図７は、本明細書に含まれる例示的実施形態のいくつかの説明に関連して言及す
る用語を視覚的に表現した図である。
【００３５】
【図８】図８は、本明細書に含まれる例示的実施形態のいくつかの説明に関連して言及す
る用語を視覚的に表現した別の図である。
【００３６】
【図９】図９は、本明細書に含まれる例示的実施形態のいくつかの説明に関連して言及す
る用語を視覚的に表現した別の図である。
【００３７】
【図１０】図１０は、本発明の一例示的実施形態による包括的なオーディオビジュアル仮
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想現実アプリケーションの状況において実行される一例示的実装のブロック図である。
【００３８】
【図１１】図１１は、本発明の一例示的実施形態による、画像またはビデオの符号化のた
めに仮想現実画像またはビデオコンテンツを処理する状況において実行される、例示的な
画像の貼合せ、投影、およびマッピングプロセスのブロック図である。
【詳細説明】
【００３９】
　以降では、添付の図面を参照して、いくつかの実施形態をより詳細に説明する。ここで
示すのは本発明のいくつかの実施形態であって、すべての実施形態ではない。実際には、
本発明の様々な実施形態は多様な形式で具体化されてもよく、本明細書に定める実施形態
に制限されると解釈するべきではない。むしろ、これらの実施形態は、適用される法的要
件を本開示が満たすように提供される。全体を通して、同じ参照符号は同じ要素を示す。
本明細書で用いる「データ」、「コンテンツ」、「情報」、および同様の用語は、本発明
の実施形態により伝送、受信、および／または記憶可能なデータを指して同じ意味で用い
られる場合がある。したがって、そのような用語のいずれかを用いることによって、本発
明の実施形態の趣旨および範囲が制限されるとみなすべきではない。
【００４０】
　また、本明細書で用いる「回路構成」という用語は、（ａ）ハードウェアのみの回路実
装（例えば、アナログ回路構成および／またはデジタル回路構成での実装など）、（ｂ）
本明細書に記載の１つ以上の機能を装置に実行させるべく協働する、１つ以上のコンピュ
ータ可読メモリに記憶されたソフトウェアおよび／またはファームウェア命令を含むコン
ピュータプログラム製品と、回路との組合せ、および（ｃ）ソフトウェアまたはファーム
ウェアが物理的に存在しなくても動作のためにソフトウェアまたはファームウェアを必要
とする、例えばマイクロプロセッサ（単数または複数）またはその一部である、回路、を
指す。「回路構成」のこの定義は、任意の請求項を含め本明細書におけるこの用語の使用
すべてに当てはまる。さらなる例として、本明細書で用いる「回路構成」という用語は、
１つ以上のプロセッサおよび／またはその部分（単数または複数）、ならびに付随するソ
フトウェアおよび／またはファームウェアを備える、実装も含む。別の例として、本明細
書で用いる「回路構成」という用語は、例えば、携帯電話用のベースバンド集積回路もし
くはアプリケーションプロセッサ集積回路、またはサーバ、セルラネットワークデバイス
、他のネットワークデバイス、および／または他のコンピューティングデバイスにおける
類似の集積回路も含む。
【００４１】
　本明細書で定める、非一時的物理記憶媒体（例えば、揮発性または不揮発性メモリデバ
イス）を指す「コンピュータ可読記憶媒体」は、電磁信号を指す「コンピュータ可読伝送
媒体」とは区別されうる。
【００４２】
　本明細書で用いる「マッピング」という用語は、状況に応じて、投影による平面上の画
像データが、２次元平面にマッピングされるプロセス、または、当該プロセスから生成さ
れる画像フレームにマッピングされるプロセスのいずれかを指す。
【００４３】
　本明細書で用いる「観察向き」という用語は、レンダリングされる向きを指す。多くの
状況において、これは通常は、コンテンツのレンダリングに用いるヘッドマウントディス
プレイの向きと相対的な向きである。
【００４４】
　本明細書で用いる「観察点」という用語は、仮想現実オーディオ／ビデオの取得または
再生のための３次元空間内の点または体積を指す。観察点は、通常は仮想現実オーディオ
／ビデオの取得に用いるデバイスまたはリグの中心点、ならびに、オーディオおよびビデ
オトラックが配置されている３次元空間内の観察者の頭部の位置と同じである。場合によ
っては、観察点は、撮影デバイスまたはリグの１つの中心点ではなく、例えば、円形など
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の軌道、領域、または体積に対応してもよい。場合によっては、観察者の頭部の位置を追
跡し、頭部の回転に加えて頭部の動きに対してレンダリングを調整する場合、当該観察者
の頭部の初期位置または参照位置として観察点を認識してもよい。
【００４５】
　本明細書で用いる「観察設定」という用語は、観察点および観察向きを指す。使用可能
な観察点が１つのみであるプレゼンテーションの状況では、観察設定用に当該観察点を明
確に標示または確定する必要はない。
【００４６】
　本明細書で用いる「投影」または「ＶＲ投影」という用語は、ある球状画像が、平面や
立方体などの形状に投影されるプロセス、または、当該プロセスから生成される画像フレ
ームに投影されるプロセスのいずれかを指す。ＶＲ投影の例には、正距円筒パノラマやキ
ューブマップ投影などがある。状況によっては、投影という用語は、キューブマップなど
の３次元形状を１つ以上の２次元平面にマッピングすることをさらに含むと理解されても
よい。このようなマッピングは、多数の２次元平面を同じフレーム（例えば１つの２次元
平面など）にパッキングすることを含んでもよい。
【００４７】
　本明細書で用いる「ビューポート」または「ＶＲビューポート」という用語は、全方位
視野のサブセットを指す。「ビューポート」という用語は、ユーザに対して現在表示され
ている全方位ビジュアルコンテンツのサブセット、および／または残りのビジュアルコン
テンツから（例えば品質的な区別や分離可能な部分として、または動き制限タイルセット
などにより）区別して符号化される全方位ビジュアルコンテンツのサブセットを指す場合
がある。これら２つの定義は修飾語によって区別してもよい。すなわち、前者をレンダリ
ングされたビューポート、後者を符号化されたビューポートと呼んでもよい。場合によっ
ては、ビューポートは向きと視野で表現されても、特定の投影フォーマット用の２次元座
標系内で矩形などの領域によって表現されてもよい。後者の一例は、正距円筒パノラマ画
像内の矩形である。ビューポートは複数のビューポートで構成されてもよい。これら複数
のビューポートは結合して１つのビューポートを形成し、それぞれ異なるプロパティ（画
質など）を有してもよい。
【００４８】
　本明細書で用いる「向き」（例えばビューポートの向きなど）という用語は、座標系の
角度座標で表現される場合がある。角度座標はヨー、ピッチ、ロールと呼ばれる場合があ
り、これらは、例えばｙ、ｘ、ｚといった特定の座標軸周りの回転角度を標示する。ヨー
、ピッチ、およびロールは、例えば、ビューポートの向きを標示するために用いてもよい
。状況によっては、ビューポートの向きを制限してもよく、例えばロールを０に制限して
もよい。そのようないくつかの例や他の例では、ヨーとピッチによって当該ビューポート
の中心点のオイラー角を角度で標示する。ほとんどの状況において、ヨーはピッチより先
に適用され、ヨーがＹ軸周りの回転で、ピッチがＸ軸周りの回転となる。同様に、ほとん
どの状況において、角度は原点から離れる方向に見て時計方向に増加する。図７を参照す
ると、軸７００はＹ軸７０２およびＸ軸７０４を含む。図７に示すように、ヨー７０６は
Ｙ軸７０２周りの回転として描かれ、ピッチ７０８はＸ軸７０４周りの回転として描かれ
ている。図８を参照すると、軸８００は、Ｙ軸８０４、Ｘ軸８０６、およびＺ軸８０８を
介して３次元空間８０２をマッピングするために用いられる。図８に示すように、ピッチ
８１０およびヨー８１２を用いて、ベクトル８１６に沿ったビューポート８１４の中心点
のオイラー角を標示することができる。
【００４９】
　いくつかの例示的実装では、ビューポートの視野（Field Of View：ＦＯＶ）を水平Ｆ
ＯＶ（ＨｏｒＦｏｖ）および垂直ＦＯＶ（ＶｅｒＦｏｖ）によって表現してもよい。状況
によっては、例えば、ＨｏｒＦｏｖがビューポートの水平視野を角度で標示し、ＶｅｒＦ
ｏｖがビューポートの垂直視野を角度で標示するように、ＨｏｒＦｏｖおよびＶｅｒＦｏ
ｖを定義してもよい。ＨｏｒＦｏｖおよびＶｅｒＦｏｖを使用してビューポートのＦＯＶ
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を表現する例を、図９に示している。図９では、図８と同じ３次元空間８０２を軸８００
（Ｙ軸８０４、Ｘ軸８０６、およびＺ軸８０８を含む）と共にマッピングしている。ビュ
ーポート８１４も同様に空間８０２内に配置されている。図９では、ピッチおよび／また
はヨーを用いてビューポート８１４の中心点のオイラー角を表すのではなく、ビューポー
ト８１４の視野をＨｏｒＦｏｖ９０２およびＶｅｒＦｏｖ９０４として表現できる例を示
している。
【００５０】
　本明細書で用いる「グローバル座標系」という用語は、説明したような、観察点に原点
を有する３次元座標系を指す場合がある。
【００５１】
　本明細書で用いる「ランダムアクセス」という用語は、ストリームの開始点以外の任意
のポイントから復号を開始して、正確なまたは近似の再構築されたメディア信号（復号さ
れたピクチャの表現など）をリカバリするデコーダの能力を指す場合がある。ランダムア
クセスポイントおよびリカバリポイントは、ランダムアクセス動作を特徴付けるために用
いてもよい。ランダムアクセスポイントは、復号を開始できる、メディアストリーム内の
位置として定義されてもよい。この位置は、例えばビデオビットストリーム内のアクセス
単位や符号化ピクチャなどである。リカバリポイントは、メディアストリーム内または再
構築された信号内の最初の場所として定義されてもよく、復号が対応するランダムアクセ
スポイントから開始された場合、リカバリポイントに位置する、または出力順でリカバリ
ポイントの次に位置する復号ピクチャなどのすべてのメディアのコンテンツが正確または
略正確であることを特徴としてもよい。ランダムアクセスポイントがリカバリポイントと
同じである場合、ランダムアクセス動作は瞬間的であり、同じでない場合は漸進的であっ
てもよい。
【００５２】
　ランダムアクセスポイントにより、例えば、ローカルに格納されたメディアストリーム
、およびメディアストリーミングに対してシーク、早送り、早戻しなどの動作を行うこと
ができる。オンデマンドストリーミングに関連する状況では、サーバはシーク要求に対し
、要求されたシーク動作の宛先に最も近い（かつ、多くの場合はその前の）ランダムアク
セスポイントからデータの伝送を開始することによって応答することができ、および／ま
たは、デコーダは、要求されたシーク動作の宛先に最も近い（かつ、多くの場合はその前
の）ランダムアクセスポイントから復号を開始することができる。ビットレートが異なる
複数の符号化ストリーム間の切替えは、ユニキャストストリーミングにおいて伝送ビット
レートと予想されるネットワークスループットとを一致させ、ネットワークの輻輳を回避
するためによく用いられる方法である。別のストリームへの切替えをランダムアクセスポ
イントで行うことができる。また、ランダムアクセスポイントにより、ブロードキャスト
やマルチキャストを選択することができる。さらに、ランダムアクセスポイントは、ソー
スシーケンスにおけるシーンカットへの応答として、またはイントラピクチャ更新要求へ
の応答として、符号化することができる。
【００５３】
　いくつかの例示的実装では、メディアファイルフォーマット標準の利用を想定している
。これらの標準には、ＩＳＯベースメディアファイルフォーマット（ＩＳＯ／ＩＥＣ１４
４９６－１２、ＩＳＯＢＭＦＦと略されることもある）、ＭＰＥＧ－４ファイルフォーマ
ット（ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４９６－１４、ＭＰ４フォーマットとしても知られる）、ネッ
トワーク抽象レイヤ（Network Abstraction Layer：ＮＡＬ）ユニット構造のビデオ用フ
ァイルフォーマット（ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４９６－１５）、および３ＧＰＰファイルフォ
ーマット（３ＧＰＰ　ＴＳ２６．２４４、３ＧＰフォーマットとしても知られる）がある
が、これらに限定されない。ＩＳＯベースメディアファイルフォーマットに基づいて、前
述のすべてのファイルフォーマット（ＩＳＯベースメディアファイルフォーマット自体を
除く）が派生している。
【００５４】
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　ＩＳＯＢＭＦＦの概念、構造、および仕様の一部を、実施形態を実装しうる基礎となる
コンテナファイルフォーマットの例として以下に示している。しかしながら、本発明の態
様はＩＳＯＢＭＦＦに限定されず、それに基づいて本発明を部分的または完全に具現化し
うる、可能な基礎の１つとして説明するものである。
【００５５】
　ＩＳＯＢＭＦＦの１つの構成単位はボックスと呼ばれる。各ボックスはヘッダとペイロ
ードを含むことができる。ボックスヘッダはボックスのタイプおよびサイズ（通常はバイ
ト単位）を標示する。ボックスは他のボックスを含むことができる。ＩＳＯファイルフォ
ーマットでは、特定のタイプのボックス内に指定することができるボックスタイプを規定
している。また、一部のボックスは各ファイル内に存在することが必須であるが、他のボ
ックスの存在は任意である。さらに、一部のボックスタイプのボックスは、１つのファイ
ル内に２つ以上存在することができる。したがって、ＩＳＯＢＭＦＦはボックスの階層構
造を規定するものとみなすことができる。ＩＳＯベースメディアファイルの各ボックスは
、４文字のコード（Four-Character Code：４ＣＣ、ｆｏｕｒＣＣ）で識別できる。４文
字のコードは、３２ビットの符号なし整数を用いて（特定の変換によって文字を８ビット
値、特定のビットエンディアン、および特定のバイトエンディアンにすることを想定して
）区別なく表現できる。ヘッダは、ボックスのタイプおよびサイズに関する情報を提供で
きる。
【００５６】
　ＩＳＯＢＭＦＦによると、ファイルはメディアデータおよびメタデータを含むことがで
き、それらのデータは個別のボックスに含めることができる。一例示的実施形態において
、メディアデータはメディアデータ（mdat）ボックス内に提供でき、メタデータを格納す
るためにムービー（moov）ボックスを用いることができる。場合によっては、ファイルを
操作可能にするために、mdatボックスとmoovボックスの両方が存在しなければならない。
ムービー（moov）ボックスは１つ以上のトラックを含むことができ、各トラックは１つの
対応するトラック（trak）ボックスに配置できる。各トラックは、トラックタイプを指定
する４文字のコードで識別されるハンドラに関連付けられる。ビデオ、オーディオ、およ
び画像の各シーケンスのトラックはメディアトラックと総称され、これらのメディアトラ
ックは１つの基本メディアストリームを含む。他のトラックタイプには、ヒントトラック
および時限メタデータトラックがある。トラックはオーディオフレームやビデオフレーム
などのサンプルを含む。メディアトラックは、メディア圧縮フォーマット（およびＩＳＯ
ＢＭＦＦでのカプセル化）に従ってフォーマットされたサンプル（メディアサンプルと呼
ばれることもある）を指す。ヒントトラックは、標示された通信プロトコルによる伝送用
にパケットを構築するための定型の命令を含むヒントサンプルを指す。この定型の命令は
、パケットヘッダの構築、およびパケットペイロードの構築の手引きを含むことができる
。パケットペイロードの構築では、他のトラックまたはアイテムに存在するデータを参照
することができる。この場合、例えば、他のトラックまたはアイテムに存在するデータは
、パケット構築プロセス中に、特定のトラックまたはアイテム内のどのデータがパケット
にコピーされるかの指示に関する参照によって標示できる。時限メタデータトラックは、
参照されたメディアサンプルおよび／またはヒントサンプルを記述するサンプルを指して
もよい。１つのメディアタイプを提示するために、１つのメディアトラックを選択できる
。
【００５７】
　「trak」ボックスはサンプルテーブル（Sample Table）ボックスを含む。サンプルテー
ブルボックスは、例えば、トラック内のメディアサンプルのすべての時間とデータのイン
デックス付けを含むことができる。通常、サンプルテーブルボックスはサンプル記述（Sa
mple Description）ボックスを含む必要がある。サンプル記述ボックスは、通常、当該ボ
ックスに含まれるサンプルエントリ数を指定する、エントリ数フィールドも含む。ほとん
どの実装において、サンプル記述ボックスは少なくとも１つのサンプルエントリを含む必
要がある。サンプルエントリのフォーマットは、そのトラックのハンドラタイプに応じて
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異なる。サンプルエントリは、使用された符号化タイプに関する詳細情報と、その符号化
に必要な任意の初期化情報を提供する。
【００５８】
　ムービーフラグメント機能により、そうしなければムービーボックス内に存在するであ
ろうメタデータを複数のデータ部分に分割することができる。各データ部分は、トラック
の特定の期間に対応しうる。換言すると、ムービーフラグメント機能により、ファイルメ
タデータとメディアデータのインターリーブを可能にすることができる。これにより、ム
ービーボックスのサイズを制限し、前述の使用例を実現することができる。
【００５９】
　いくつかの例において、ムービーフラグメント用のメディアサンプルはmdatボックス内
に存在してもよい。一方、ムービーフラグメントのメタデータ用にmoofボックスを提供し
てもよい。moofボックスは、以前はmoovボックスに含まれていた、任意の再生持続時間に
関する情報を含むことができる。moovボックスは依然としてそれ自体で有効なムービーを
表すが、加えて、同じファイル内でその後にムービーフラグメントがあることを標示する
mvexボックスを含むことができる。ムービーフラグメントは、moovボックスに関連付けら
れているプレゼンテーションを時間的に拡張することができる。
【００６０】
　ムービーフラグメント内には、トラックごとにゼロから複数の任意の数のトラックフラ
グメントのセットがあってもよい。トラックフラグメントは、ゼロから複数の任意の数の
トラックラン（track run）を含むことができる。各トラックランは、そのトラックに対
するサンプルの連続実行を記述する（したがってチャンクに類似している）。これらの構
造内の多くのフィールドは任意であり、デフォルト値を用いることができる。moofボック
スに含まれうるメタデータは、moovボックスに含まれうるメタデータのサブセットに限定
でき、場合によっては異なるように符号化できる。moofボックスに含めることができるボ
ックスに関する詳細は、ＩＳＯＢＭＦＦ仕様で確認できる。自己完結型のムービーフラグ
メントを定義することもできる。このムービーフラグメントは、ファイルの順序において
連続したmoofボックスとmdatボックスとで構成され、mdatボックスは（moofボックスがメ
タデータを提供する）前述のムービーフラグメントのサンプルを含み、他のムービーフラ
グメント（すなわち、他の任意のmoofボックス）のサンプルは含まない。
【００６１】
　ＩＳＯＢＭＦＦおよびその派生（例えばＮＡＬユニット構造化ビデオ用のファイルフォ
ーマット（ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４９６－１５）など）におけるサンプルグルーピングは、
グルーピング基準に基づいて、トラック内の各サンプルを１つのサンプルグループのメン
バとして割り当てることとして定義することができる。サンプルグルーピングにおけるサ
ンプルグループは、連続したサンプルに限定されず、不連続のサンプルも含むことができ
る。１つのトラック内のサンプルに対し２つ以上のサンプルグルーピングがありうるため
、各サンプルグルーピングは、グルーピングのタイプを標示するタイプフィールドを有し
てもよい。サンプルグルーピングは、（１）サンプルグループへのサンプルの割当てを表
すSampleToGroupボックス（sbgpボックス）と、（２）そのグループのプロパティを記述
した、各サンプルグループのサンプルグループエントリを含むSampleGroupDescriptionボ
ックス（sgpdボックス）の、２つのリンクされたデータ構造によって表現することができ
る。異なるグルーピング基準に基づくSampleToGroupボックスおよびSampleGroupDescript
ionボックスのインスタンスが複数存在してもよい。これらは、グルーピングのタイプを
標示するために用いるタイプフィールドによって区別してもよい。「sbgp」ボックスと「
sgpd」ボックスはgrouping_typeの値を用いて、またこれらのボックスのいくつかの変形
ではgrouping_type_parameterの値も用いて、リンクできる。「sbgp」ボックスは、特定
のサンプルが属するサンプルグループ記述エントリのインデックスを標示する。
【００６２】
　Ｍａｔｒｏｓｋａファイルフォーマットでは、ビデオトラック、オーディオトラック、
ピクチャトラック、または字幕トラックのいずれも１つのファイルに格納することができ
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る（が、これに限定されない）。Ｍａｔｒｏｓｋａファイルの拡張子には、ビデオ用の．
ｍｋｖ（字幕およびオーディオ付き）、立体ビデオ用の．ｍｋ３ｄ、オーディオ専用ファ
イル用の．ｍｋａ、および字幕専用の．ｍｋｓがある。Ｍａｔｒｏｓｋａは、ＷｅｂＭな
どの派生ファイルフォーマット用の基本フォーマットとして用いることができる。
【００６３】
　Ｍａｔｒｏｓｋａは、ＥＢＭＬ（Extensible Binary Meta Language）を基礎として用
いている。ＥＢＭＬは、ＸＭＬの原理に基づく、バイナリとオクテット（バイト）が整列
されたフォーマットを規定している。ＥＢＭＬ自体は、バイナリマークアップの技法によ
る一般的な記述である。Ｍａｔｒｏｓｋａファイルは、ＥＢＭＬ「文書」を構成する要素
（Element）で構成される。これらの要素は、要素ＩＤ、その要素のサイズの記述子、お
よびバイナリデータ自体を含んでいる。要素は入れ子にすることができる。
【００６４】
　ＭａｔｒｏｓｋａのSegment要素は、他のトップレベル（レベル１）要素のコンテナで
ある。Ｍａｔｒｏｓｋａファイルは１つのセグメント（ただしそれのみに制限されない）
を含むことができる。Ｍａｔｒｏｓｋａファイル内のマルチメディアデータは、複数のク
ラスタ（すなわちCluster要素）として編成される。各クラスタは一般的に数秒のマルチ
メディアデータを含む。クラスタはBlockGroup要素を含み、BlockGroup要素はBlock要素
を含む。Cues要素は、ランダムアクセスまたはシークを支援しうるメタデータを含み、シ
ークポイントに対するファイルポインタまたは対応するタイムスタンプを含みうる。
【００６５】
　ＵＲＩ（Uniform Resource Identifier）は、リソースの名前の識別に用いる文字列と
して定義できる。このような識別により、特定のプロトコルを用いて、ネットワークを介
したリソースの表現との相互作用が可能になる。ＵＲＩは、ＵＲＩの具体的な構文および
関連付けられたプロトコルを指定するスキームによって定義される。ＵＲＬ（Uniform Re
source Locator）およびＵＲＮ（Uniform Resource Name）はＵＲＩの形式である。ＵＲ
Ｌは、Ｗｅｂリソースを識別し、そのリソースの表現を操作または取得する手段を指定し
て、主要なアクセス方式とネットワーク上の場所を指定するＵＲＩとして定義できる。Ｕ
ＲＮは、特定の名前空間で名前によってリソースを識別するＵＲＩとして定義できる。Ｕ
ＲＮは、リソースの場所またはそのアクセス方法を示すことなくリソースを識別するため
に用いることができる。
【００６６】
　ＨＴＴＰ（Hypertext Transfer Protocol）は、ビデオストリーミングアプリケーショ
ンにおけるような、インターネットを介したリアルタイムマルチメディアコンテンツの配
信に広く用いられている。Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）Ｓｍｏｏｔｈ　Ｓｔｒｅａｍ
ｉｎｇ、Ａｐｐｌｅ（登録商標）Ａｄａｐｔｉｖｅ　ＨＴＴＰ　Ｌｉｖｅ　Ｓｔｒｅａｍ
ｉｎｇ、Ａｄｏｂｅ（登録商標）Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｓｔｒｅａｍｉｎｇなどの、ＨＴＴＰ
を介した適応型ストリーミングの商用ソリューションが複数公開され、標準化プロジェク
トが進められている。適応型ＨＴＴＰストリーミング（Adaptive HTTP Streaming：ＡＨ
Ｓ）は、第３世代パートナーシッププロジェクト（Third Generation Partnership Proje
ct：３ＧＰＰ）リリース９のパケット交換ストリーミング（Packet-Switched Streaming
：ＰＳＳ）サービス（3GPP TS 26.234 Release 9: "Transparent end-to-end packet-swi
tched streaming service (PSS); protocols and codecs"（透過的なエンドツーエンドの
パケット交換ストリーミングサービス（ＰＳＳ）；プロトコルおよびコーデック）におい
て最初に標準化された。ＭＰＥＧはＭＰＥＧ　ＤＡＳＨ標準（ISO/IEC 23009-1: "Dynami
c adaptive streaming over HTTP (DASH)-Part 1: Media presentation description and
 segment formats"（ＨＴＴＰを介した動的適応型ストリーミング（ＤＡＳＨ）、パート
１：メディアプレゼンテーション記述およびセグメントフォーマット）のベースとして３
ＧＰＰ　ＡＨＳリリース９を採用した。ＭＰＥＧ　ＤＡＳＨと３ＧＰ－ＤＡＳＨは互いに
似た技術であるため、総称してＤＡＳＨと呼ばれることがある。ＤＡＳＨの概念、フォー
マット、および動作の一部を、実施形態を実装しうるビデオストリーミングシステムの例
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として以下に示している。本発明の態様はＤＡＳＨに限定されず、それに基づいて本発明
を部分的または完全に具現化しうる、可能な基礎の１つとして説明するものである。
【００６７】
　ＤＡＳＨでは、マルチメディアコンテンツをＨＴＴＰサーバに格納し、ＨＴＴＰを用い
て配信できる。コンテンツは、メディアプレゼンテーション記述（Media Presentation D
escription：ＭＰＤ）とセグメント（Segment）という２つの部分としてサーバに格納で
きる。ＭＰＤは、利用可能なコンテンツ、その様々な代替物、それらのＵＲＬアドレス、
およびその他の特性のマニフェストを記述する。セグメントは、実際のマルチメディアビ
ットストリームをチャンク形式で単一または複数のファイルに含んでいる。ＭＰＤは、ク
ライアントがＨＴＴＰを介して動的適応型ストリーミングを確立するために必要な情報を
提供する。ＭＰＤは、セグメントのＧＥＴリクエストを実行するための各セグメントのＨ
ＴＴＰ－ＵＲＬなどの、メディアプレゼンテーションを記述する情報を含む。コンテンツ
を再生するために、ＤＡＳＨクライアントは、例えばＨＴＴＰ、電子メール、Ｔｈｕｍｂ
　Ｄｒｉｖｅ、ブロードキャスト、またはその他の転送方法を用いてＭＰＤを取得できる
。ＭＰＤを解析することによって、ＤＡＳＨクライアントは、プログラムのタイミング、
メディアコンテンツの利用可能性、メディアタイプ、解像度、最小帯域幅と最大帯域幅、
および、マルチメディアコンポーネントの様々な符号化された代替物の存在、アクセシビ
リティ機能、必要なデジタル著作権管理（Digital Rights Management：ＤＲＭ）、ネッ
トワーク上のメディアコンポーネントの場所、およびその他のコンテンツの特性を認識で
きる。この情報を用いて、ＤＡＳＨクライアントは、適切に符号化された代替物を選択し
、例えば、ＨＴＴＰ　ＧＥＴリクエストを用いてセグメントをフェッチすることによって
コンテンツのストリーミングを開始できる。ネットワークスループットの変動に対応する
ための適切なバッファの後、クライアントは後続セグメントのフェッチを継続でき、また
、ネットワーク帯域幅の変動を監視できる。クライアントは、適切なバッファを維持する
ために、（より低いまたはより高いビットレートを有する）異なる代替物のセグメントを
フェッチすることによって、使用可能な帯域幅に適応する方法を決定できる。
【００６８】
　ＤＡＳＨの状況では以下の定義を用いることができる。すなわち、メディアコンテンツ
コンポーネントまたはメディアコンポーネントは、メディアコンポーネントタイプが割り
当てられた、メディアコンテンツの１つの連続したコンポーネントであり、個別にメディ
アストリームへと符号化できるコンポーネントとして定義できる。メディアコンテンツは
、１つのメディアコンテンツ期間またはメディアコンテンツ期間の連続したシーケンスと
して定義できる。メディアコンテンツコンポーネントタイプは、オーディオ、ビデオ、テ
キストなどの単一のメディアコンテンツタイプとして定義できる。メディアストリームは
、メディアコンテンツコンポーネントが符号化されたものとして定義できる。
【００６９】
　ＤＡＳＨでは、以下のように、階層データモデルを用いてメディアプレゼンテーション
を構造化している。メディアプレゼンテーションは１つ以上のピリオド（Period）のシー
ケンスで構成され、各ピリオドは１つ以上のグループ（Group）を含み、各グループは１
つ以上のアダプテーションセット（Adaptation Set）を含み、各アダプテーションセット
は１つ以上のリプレゼンテーション（Representation）を含み、各リプレゼンテーション
は１つ以上のセグメントで構成される。グループは、同時に提示されないと想定されるア
ダプテーションセットの集合として定義できる。アダプテーションセットは、１つまたは
複数のメディアコンテンツコンポーネントを符号化した互換性のあるもののセットとして
定義できる。リプレゼンテーションは、一般的に、例えばビットレート、解像度、言語、
コーデックなどの符号化の選択が異なる、メディアコンテンツまたはそのサブセットの代
替選択肢の１つである。セグメントは、特定の持続時間のメディアデータと、含まれるメ
ディアコンテンツを復号および提示するためのメタデータを含む。セグメントはＵＲＩで
識別され、通常はＨＴＴＰ　ＧＥＴリクエストによって要求できる。セグメントは、ＨＴ
ＴＰ－ＵＲＬに関連付けられたデータの単位として、また任意で、ＭＰＤによって指定さ



(15) JP 6735415 B2 2020.8.5

10

20

30

40

50

れるバイト範囲として、定義できる。
【００７０】
　ＤＡＳＨのＭＰＤはＸＭＬ（Extensible Markup Language）に準拠しているため、ＸＭ
Ｌに定義されている要素（element）と属性（attribute）によって指定できる。ＭＰＤは
以下の規約を用いて指定できる。ＸＭＬ文書内の要素は先頭の大文字で識別され、Elemen
tのように太字で表示されうる。要素Element1が別の要素Element2に含まれていることを
表現するには、Element2.Element1と記述できる。要素の名前が２つ以上の語の組合せで
ある場合、例えばImportantElementのようにキャメルケースを用いることができる。要素
は１回のみ出現するか、または<minOccurs> ... <maxOccurs>によって最小出現回数と最
大出現回数を定義することができる。ＸＭＬ文書内の属性は、先頭の小文字によって識別
され、その前に例えば「＠」符号を付すことができる（例：@attribute）。要素Element
に含まれる特定の属性@attributeを指すには、Element@attributeと記述できる。属性の
名前が２つ以上の語の組合せである場合、例えば@veryImportantAttributeのように、先
頭の語の後にキャメルケースを用いることができる。ＸＭＬでは、属性に必須（Ｍ）、任
意（Ｏ）、任意かつデフォルト値あり（ＯＤ）、および条件付きで必須（ＣＭ）というス
テータスを割り当てることができる。
【００７１】
　ＤＡＳＨでは、一般的に、すべての記述子要素は同じように構造化される。つまり、ス
キームを識別するためのＵＲＩを提供する@schemeIdUri属性と、任意の属性@valueと、任
意の属性@idとを含む。要素の意味は、採用するスキーム固有である。スキームを識別す
るＵＲＩは、ＵＲＮまたはＵＲＬでありうる。一部の記述子はＭＰＥＧ－ＤＡＳＨ（ＩＳ
Ｏ／ＩＥＣ２３００９－１）で指定されるが、加えてまたは代わりに、記述子を別の仕様
で指定することができる。ＭＰＥＧ－ＤＡＳＨ以外の仕様で指定する場合、ＭＰＤは記述
子要素の使用方法に関する具体的な情報を提供しない。適切なスキーム情報による記述要
素のインスタンス化は、ＤＡＳＨフォーマットを採用するアプリケーションまたは仕様次
第である。これらの要素の１つを用いるアプリケーションまたは仕様は、ＵＲＩの形式で
スキーム識別子を定義し、そのスキーム識別子を用いる際の要素に対する値空間を定義す
る。スキーム識別子は@schemeIdUri属性内に示される。列挙された値の単純なセットが要
求される場合、値ごとにテキスト文字列を定義し、この文字列を@value属性内に含めるこ
とができる。構造化データが要求される場合、別個の名前空間内に拡張要素または拡張属
性を定義することができる。@id値は、一意の記述子または記述子のグループを指すため
に用いることができる。後者の場合、属性@idの値が同じである複数の記述子は同義であ
ることを求められる場合がある。すなわち、同じ@id値を持つ記述子のうちの１つのみを
処理すればよい。DescriptorTypeタイプの２つの要素は、要素名、@schemeIdUriの値、お
よび@value属性の値が等価である場合、等価である。@schemeIdUriがＵＲＮである場合、
ＲＦＣ２１４１の第５項に定められているように、等価性は語彙的な等価性を意味しうる
。@schemeIdUriがＵＲＬである場合、ＲＦＣ３９８６の第６．２．１項に定められている
ように、等価性は文字ごとの等価性を意味しうる。@value属性が存在しない場合、等価性
は@schemeIdUriの等価性のみによって決定されうる。拡張名前空間内の属性および要素は
、等価性の決定に用いられない場合がある。@id属性は、等価性の決定の際に無視されて
もよい。
【００７２】
　ＭＰＥＧ－ＤＡＳＨは、記述子EssentialPropertyおよびSupplementalPropertyを規定
している。要素EssentialPropertyの場合、この要素が別のEssentialProperty要素と同じ
@idを共有しないかぎり、この記述子を含む親要素内の情報を適切に使用するには、この
記述子を正しく処理することが必須であることをメディアプレゼンテーション作成者が表
している。複数のEssentialProperty要素が同じ@idを有する場合、それらのEssentialPro
perty要素のうちの１つのみを処理すればよい。個別の@id値を持つ少なくとも１つのEsse
ntialProperty要素が処理されると想定される。EssentialProperty記述子のスキームまた
は値が認識されない場合、ＤＡＳＨクライアントは、この記述子を含む親要素を無視する
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と想定される。同じ@id値を持つEssentialProperty要素と、異なる@id値を持つEssential
Property要素とが、１つのＭＰＤ内に複数存在してもよい。
【００７３】
　要素SupplementalPropertyの場合、この記述子が、最適化された処理のためにＤＡＳＨ
クライアントによって使用されうる補足情報を含むことをメディアプレゼンテーション作
成者が表している。SupplementalProperty記述子のスキームまたは値が認識されない場合
、ＤＡＳＨクライアントはこの記述子を無視すると想定される。SupplementalProperty要
素は１つのＭＰＤ内に複数存在してもよい。
【００７４】
　ＭＰＥＧ－ＤＡＳＨは、プロパティ記述子としてフォーマットされるViewpoint要素を
規定している。Viewpoint要素の@schemeIdUri属性は、採用されたビューポイントスキー
ムを識別するために用いられる。等価ではないViewpoint要素値を含む複数のアダプテー
ションセットは、異なるメディアコンテンツコンポーネントを含む。Viewpoint要素は、
ビデオ以外のメディアコンテンツタイプにも同様に適用できる。等価のViewpoint要素値
を有する複数のアダプテーションセットは一緒に提示されることが意図されている。この
処理は、認識された@schemeIdUri値と認識されない@schemeIdUri値に同様に適用されるべ
きである。
【００７５】
　空間関係記述子（Spatial Relationship Description：ＳＲＤ）は、ＭＰＥＧ－ＤＡＳ
Ｈの規範付属文書Ｈに規定されている。以下は、ＳＲＤ仕様の抜粋の一部を含んでいる。
【００７６】
　ＳＲＤスキームにより、ＭＰＤ作成者は、空間オブジェクト間の空間関係を表すことが
できる。空間オブジェクトは、アダプテーションセットまたはサブリプレゼンテーション
（Sub-Representation）のいずれかによって表現される。例として、空間関係は、任意の
ビデオが別のフルフレームビデオの空間部分（例えば関心領域やタイル）を表現すること
を表すことができる。
【００７７】
　@schemeIdUriが「urn:mpeg:dash:srd:2014」であるSupplementalProperty記述子および
／またはEssentialProperty記述子は、含まれる空間オブジェクトに関連付けられた空間
関係情報を提供するために用いられる。ＳＲＤは、これら２つのＭＰＤ要素（アダプテー
ションセットおよびサブリプレゼンテーション）のみに含まれるものとする。
【００７８】
　１つのリプレゼンテーション内で複数の空間オブジェクト（ＨＥＶＣのタイルストリー
ムなど）を表現するには、サブリプレゼンテーションレベルのＳＲＤを用いることができ
る。その場合、ＳＲＤ記述子は、アダプテーションセットレベルとサブリプレゼンテーシ
ョンレベルに存在しうる。
【００７９】
　ＳＲＤスキームを用いるSupplementalProperty要素またはEssentialProperty要素の@va
lueは、ＳＲＤパラメータのカンマ区切りの値リストである。ＳＲＤパラメータsource_id
、object_x、object_y、object_width、およびobject_heightの存在は必須であり、ＳＲ
Ｄパラメータtotal_width、total_height、およびspatial_set_idの存在は条件付きまた
は任意である。
【００８０】
　source_idは、十進数で表現される負ではない整数であり、コンテンツのソースに対す
る識別子を提供する。source_idパラメータは、ピリオド内でコンテンツのソースに対す
る一意の識別子を提供する。このパラメータは、当該ソースに関連付けられた座標系を暗
黙的に定義する。この座標系は任意の原点（０；０）を使用し、ｘ軸は左から右に配置さ
れ、ｙ軸は上から下に配置される。同じsource_id値を有するすべてのＳＲＤは、原点お
よび軸の配置が同じである。異なるsource_id値を有するＳＲＤを用いる空間オブジェク
トの空間関係は定義されない。
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【００８１】
　所定のsource_id値に対し、参照空間が定義される。この参照空間は、ソースコンテン
ツ全体を包含し、左上の角が座標系の原点である矩形領域に対応する。ＳＲＤのtotal_wi
dth値およびtotal_height値は、この参照空間のサイズを任意の単位で表す。total_width
は、十進数で表現される負ではない整数であり、参照空間の幅を任意の単位で表す。tota
l_heightは、十進数で表現される負ではない整数であり、参照空間の高さを任意の単位で
表す。コンテンツのソース全体をカバーする空間オブジェクトがＭＰＤ内になくてもよい
。例えば、ソースコンテンツ全体が２つの個別のビデオによって表現される場合などであ
る。
【００８２】
　object_xは、十進数で表現される負ではない整数であり、空間オブジェクトの左上の角
の水平位置を任意の単位で表す。object_yは、十進数で表現される負ではない整数であり
、空間オブジェクトの左上の角の垂直位置を任意の単位で表す。object_widthは、十進数
で表現される負ではない整数であり、空間オブジェクトの幅を任意の単位で表す。object
_heightは、十進数で表現される負ではない整数であり、空間オブジェクトの高さを任意
の単位で表す。object_xおよびobject_yパラメータは、ソースに関連付けられた座標系内
における、関連付けられた空間オブジェクトの２Ｄ位置を表し、object_widthおよびobje
ct_heightパラメータはその２Ｄサイズを表す。object_x、object_y、object_width、お
よびobject_heightパラメータの各値は、前述の定義のとおり、total_widthおよびtotal_
heightパラメータの値と相対的である。同じsource_id値を有する複数のＳＲＤの位置（o
bject_x、object_y）およびサイズ（object_width、object_height）は、参照空間のサイ
ズを考慮した後、すなわちobject_x値とobject_width値を対応する記述子のtotal_width
値によって除算した後、およびobject_y値とobject_height値を対応する記述子のtotal_h
eight値によって除算した後に比較できる。異なるtotal_width値とtotal_height値を異な
る記述子で用いることによって、同じ参照空間に対して異なる単位で位置情報およびサイ
ズ情報を提供できる。
【００８３】
　spatial_set_idは、十進数で表現される負ではない整数であり、空間オブジェクトのグ
ループに対する識別子を提供する。存在しない場合、この記述子に関連付けられた空間オ
ブジェクトはどの空間セットにも属さず、空間セット情報が提供されない。ＭＰＤ作成者
は、spatial_set_idパラメータを用いて、所定のsource_id内のいくつかの空間オブジェ
クトが特定の空間関係を有することを表すことができる。例えば、ＭＰＤ作成者は、同じ
解像度レベルの複数のタイルに対応するすべてのアダプテーションセットをグループ化す
ることができる。このように、ＤＡＳＨクライアントはspatial_set_idパラメータを用い
て、空間的に関連付けられた空間オブジェクトを迅速に選択することができる。
【００８４】
　初期化セグメント（Initialization Segment）は、メディアセグメント（Media Segmen
t）にカプセル化されたメディアストリームを提示するために必要なメタデータを含むセ
グメントとして定義できる。ＩＳＯＢＭＦＦベースのセグメントフォーマットでは、初期
化セグメントはムービーボックス（「moov」）を含むことができ、このムービーボックス
はいかなるサンプルのメタデータも含まない場合がある。すなわち、サンプルの任意のメ
タデータは「moof」ボックスに提供される。
【００８５】
　メディアセグメントには、通常速度の再生における特定の持続時間のメディアデータが
含まれる。このような持続時間はメディアセグメント持続時間またはセグメント持続時間
と呼ばれる。コンテンツプロデューサまたはサービスプロバイダは、サービスの望ましい
特性に従ってセグメント持続時間を選択することができる。例えば、ライブサービスにお
いて比較的短いセグメント持続時間を用いて、全体的な待ち時間を短くすることができる
。その理由は、セグメントはＤＡＳＨ用のメディアデータ生成における個別の単位である
ため、一般的にセグメント持続時間は、ＤＡＳＨクライアントが知覚する全体的な待ち時



(18) JP 6735415 B2 2020.8.5

10

20

30

40

50

間の下限であるからである。コンテンツは、一般的に、メディアデータの１つのセグメン
ト全体がサーバに利用可能になるように生成される。また、多くのクライアント実装が、
１つのセグメントをＧＥＴリクエストの単位として用いる。したがって、一般的なライブ
サービスの構成では、ＤＡＳＨクライアントがセグメントを要求できるのは、持続時間全
体のメディアセグメントが利用可能であり、かつ符号化され１つのセグメントにカプセル
化されている場合のみである。オンデマンドサービスの場合、セグメント持続時間を選択
する様々な方式を用いることができる。
【００８６】
　例えば、セグメントを複数の部分としてダウンロードできるようにするために、１つの
セグメントを複数のサブセグメントにさらに分割することができる。サブセグメントは、
アクセス単位全体を含む必要がありうる。サブセグメントはセグメントインデックスボッ
クスによってインデックス付けできる。セグメントインデックスボックスは、プレゼンテ
ーション時間範囲とバイト範囲を各サブセグメントにマッピングするための情報を含んで
いる。セグメントインデックスボックスは、セグメント内のサブセグメントとストリーム
アクセスポイントを、それらの持続時間とバイトオフセットをシグナリングすることで示
すこともできる。ＤＡＳＨクライアントは、セグメントインデックスボックス（単数また
は複数）から取得した情報を用いてＨＴＴＰ　ＧＥＴリクエストを実行し、バイト範囲Ｈ
ＴＴＰリクエストを用いて特定のサブセグメントを取得できる。比較的長いセグメント持
続時間を用いる場合、ＨＴＴＰレスポンスのサイズをビットレート適応に対して妥当かつ
柔軟にするために、サブセグメントを用いることができる。セグメントのインデックス付
け情報は、そのセグメントの先頭で単一のボックス内に入れるか、またはそのセグメント
内の多数のインデックス付けボックス内に分散させてもよい。例えば、階層、デイジーチ
ェーン、ハイブリッドなどの様々な分散方法が可能である。この技法により、セグメント
の先頭に大きなボックスを追加することを回避できるため、初期のダウンロード遅延を防
ぐことができる。
【００８７】
　サブリプレゼンテーションは通常のリプレゼンテーションに埋め込まれ、SubRepresent
ation要素によって記述される。SubRepresentation要素はRepresentation要素に含まれる
。SubRepresentation要素は、リプレゼンテーションに埋め込まれた１つまたは複数のメ
ディアコンテンツコンポーネントのプロパティを記述する。この要素は、例えば、埋め込
まれたオーディオコンポーネントのプロパティ（例えば、コーデック、サンプリングレー
トなど）や埋め込まれた字幕のプロパティ（例えばコーデックなど）そのものを記述した
り、埋め込まれたより低品質のビデオレイヤ（例えば、より低いフレームレートなど）を
記述したりすることができる。サブリプレゼンテーションとリプレゼンテーションは、共
通の属性および要素をいくつか有する。@level属性がSubRepresentation要素内に存在す
る場合、以下のようになる。
・　サブリプレゼンテーションにより、それらが含まれるリプレゼンテーションの低品質
バージョンにアクセスする能力が提供される。この場合、サブリプレゼンテーションによ
り、例えば、多重化リプレゼンテーション内のオーディオトラックを抽出したり、より低
いフレームレートで提供される場合の早送り操作と巻戻し操作を効率的にしたりすること
ができる。
・　初期化セグメントおよび／またはメディアセグメントおよび／またはインデックスセ
グメントは、ＨＴＴＰの部分ＧＥＴリクエストによってデータに容易にアクセスできるよ
うに十分な情報を提供するものとする。そのような情報の提供の詳細は、使用するメディ
アフォーマットによって定義される。
・　ＩＳＯＢＭＦＦのセグメントを用いる場合、以下のようになる。
　　－　初期化セグメントはレベル割当てボックスを含む。
　　－　サブセグメントインデックスボックス（「ssix」）が各サブセグメントに存在す
る。
　　－　属性@levelは、サブセグメントインデックス内で前述のサブリプレゼンテーショ
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ンが関連付けられるレベルを指定する。リプレゼンテーション内、サブリプレゼンテーシ
ョン内、およびレベル割当て（「leva」）ボックス内の情報は、レベルへのメディアデー
タの割当てに関する情報を含む。
　　－　メディアデータは、各レベルがより低いレベルと比べて向上しているような順序
であるべきである。
【００８８】
　@level属性が存在しない場合、リプレゼンテーションに埋め込まれたメディアストリー
ムのより詳細な記述は、SubRepresentation要素のみを用いて提供される。
【００８９】
　ＩＳＯＢＭＦＦは、ファイルのサブセットを指定するための、いわゆるレベル機構を含
む。各レベルは、レベルｎにマッピングされたサンプルがレベルｍ（ｍ＜＝ｎ）の任意の
サンプルに依存し、レベルｐ（ｐ＞ｎ）のサンプルには依存しないように、依存階層に従
う。例えば、レベルは時間サブレイヤ（例えばＨＥＶＣのTemporalId）に従って指定する
ことができる。レベルは、MovieExtends（「mvex」）ボックスに含まれるレベル割当て（
「leva」）ボックス内で宣言することができる。レベルは最初のムービーには指定できな
い。レベル割当てボックスは、存在する場合、最初のムービーに後続するすべてのムービ
ーフラグメントに適用される。レベル割当てボックスの状況では、フラクションは、１つ
以上のムービーフラグメントボックスおよび関連付けられたメディアデータボックスを含
み、場合によっては最後のメディアデータボックスはその最初の部分のみ含むように定義
される。フラクション内では各レベルのデータは連続的に配置される。フラクション内の
各レベルのデータは、レベル値の昇順に配置される。フラクション内のすべてのデータは
レベルに割り当てられる。レベル割当てボックスにより、スケーラビリティレイヤや時間
サブレイヤなどの機能からレベルへのマッピングが行われる。機能は、トラック、トラッ
ク内のサブトラック、またはトラックのサンプルグルーピングによって指定できる。例え
ば、時間レベルサンプルグルーピングを用いて、ピクチャから時間レベルへのマッピング
を標示することができる。これらの時間レベルはＨＥＶＣの時間サブレイヤに相当する。
すなわち、所定のTemporalId値のＨＥＶＣピクチャを、時間レベルサンプルグルーピング
を用いて特定の時間レベルへとマッピングすることができる（かつ、すべてのTemporalId
値に対して同様に繰り返すことができる）。レベル割当てボックスはその後、標示された
レベルへのマッピングについて時間レベルサンプルグルーピングを参照することができる
。
【００９０】
　サブセグメントインデックスボックス（「ssix」）により、（レベル割当てボックスに
よって指定された）レベルから、インデックス付けされたサブセグメントのバイト範囲へ
のマッピングが行われる。換言すると、このボックスは、レベルに従ってサブセグメント
内のデータを部分サブセグメントとして順序付けるための簡易なインデックスを提供する
。これによりクライアントは、サブセグメント内のデータの範囲をダウンロードすること
によって、部分サブセグメントのデータに容易にアクセスすることができる。サブセグメ
ントインデックスボックスが存在する場合、サブセグメント内の各バイトは１つのレベル
に割り当てられる。範囲がレベル割当て内のいかなる情報にも関連していない場合、レベ
ル割当てに含まれていない任意のレベルを用いてもよい。セグメントインデックスボック
スごとに０または１つのサブセグメントインデックスボックスが存在する。サブセグメン
トインデックスボックスは、リーフサブセグメントのみをインデックス付けする、すなわ
ちサブセグメントのみをインデックス付けし、セグメントはインデックス付けしない。サ
ブセグメントインデックスボックスは、存在する場合、関連付けられたセグメントインデ
ックスボックスの次のボックスである。サブセグメントインデックスボックスは、直前の
セグメントインデックスボックス内に標示されたサブセグメントについて記述する。各レ
ベルは１つの部分サブセグメントだけに割り当てることができる。すなわち、１つのレベ
ルの複数のバイト範囲は連続的である。部分サブセグメントのレベルは、サブセグメント
内で昇順に割り当てられる。すなわち、部分サブセグメントのサンプルは、同じサブセグ
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メント内の前の部分サブセグメントの任意のサンプルに依存しうるが、その逆はない。例
えば、各部分サブセグメントは同一の時間サブレイヤを有する複数のサンプルを含み、部
分サブセグメントはサブセグメント内で時間サブレイヤの昇順に配置される。このように
部分サブセグメントがアクセスされると、最後のメディアデータボックスが不完全になる
、つまり、メディアデータボックスが標示する長さより少ないデータがアクセスされる場
合がある。メディアデータボックスの長さの調整が必要になるか、埋込みが用いられるこ
とがある。レベル割当てボックス内のpadding_flagは、この欠落したデータをゼロに置換
えできるかどうかを標示する。置換えできない場合、アクセスされないレベルに割り当て
られたサンプルのサンプルデータは提示されないため、注意する必要がある。
【００９１】
　ＭＰＥＧ－ＤＡＳＨは、ＩＳＯＢＭＦＦとＭＰＥＧ－２の転送ストリームの両方に対す
るセグメントコンテナフォーマットを定義している。他の仕様では、他のコンテナフォー
マットに基づいてセグメントフォーマットを規定している場合がある。例えば、Ｍａｔｒ
ｏｓｋａコンテナファイルフォーマットに基づくセグメントフォーマットが提案されてお
り、これは以下のように要約することができる。ＭａｔｒｏｓｋａファイルがＤＡＳＨセ
グメントなどとして保持される場合、ＤＡＳＨ単位とＭａｔｒｏｓｋａ単位との関連付け
は以下のように指定されうる。（ＤＡＳＨの）サブセグメントは、Ｍａｔｒｏｓｋａカプ
セル化コンテンツの１つ以上の連続したクラスタとして定義できる。ＤＡＳＨの初期化セ
グメントは、ＥＢＭＬヘッダ、（Ｍａｔｒｏｓｋａの）セグメントヘッダ、（Ｍａｔｒｏ
ｓｋａの）セグメント情報、およびトラックを含む必要がありうる。また、任意で他のレ
ベル１要素および埋込みを含むことができる。ＤＡＳＨのセグメントインデックスは、Ｍ
ａｔｒｏｓｋａのCues要素を含むことができる。
【００９２】
　ＤＡＳＨは、様々なネットワーク帯域幅を一致させるために、アダプテーションセット
内の異なるリプレゼンテーションからメディアセグメントを動的に要求することによって
レート適応に対応する。ＤＡＳＨクライアントがリプレゼンテーションを上下に切り替え
る際、リプレゼンテーション内の符号化依存性を考慮する必要がある。リプレゼンテーシ
ョンの切替えはランダムアクセスポイント（Random Access Point：ＲＡＰ）で実行でき
る。これはＨ．２６４／ＡＶＣなどのビデオ符号化技法で一般的に用いられている。ＤＡ
ＳＨでは、ストリームアクセスポイント（Stream Access Point：ＳＡＰ）と呼ばれるよ
り一般的な概念が導入され、リプレゼンテーションへのアクセスおよびリプレゼンテーシ
ョン間の切替えのためにコーデックに依存しない解決策が提供される。ＤＡＳＨでは、Ｓ
ＡＰはリプレゼンテーション内の位置として規定され、その位置から始まるリプレゼンテ
ーションデータ（存在する場合、初期化セグメント内の初期化データが先行する）に含ま
れる情報のみを用いてメディアストリームの再生を開始することを可能にする。したがっ
て、リプレゼンテーションの切替えはＳＡＰで実行することができる。
【００９３】
　以下を含む複数のタイプのＳＡＰが規定されている。ＳＡＰタイプ１は、一部の符号化
スキームで「クローズドＧＯＰランダムアクセスポイント」（すべてのピクチャが復号順
で正しく復号され、正しく復号されたピクチャの途切れのない連続的な時間シーケンスと
なる）として知られるものに対応し、これに加えて、復号順の最初のピクチャが提示順の
最初のピクチャでもある。ＳＡＰタイプ２は、一部の符号化スキームで「クローズドＧＯ
Ｐランダムアクセスポイント」（すべてのピクチャが復号順で正しく復号され、正しく復
号されたピクチャの途切れのない連続的な時間シーケンスとなる）として知られるものに
対応し、復号順の最初のピクチャが提示順の最初のピクチャではないことがある。ＳＡＰ
タイプ３は、一部の符号化スキームで「オープンＧＯＰランダムアクセスポイント」とし
て知られるものに対応し、復号順の一部のピクチャが正しく復号されず、プレゼンテーシ
ョン時間が、ＳＡＰに関連付けられたイントラ符号化ピクチャより短い。
【００９４】
　ＭＰＥＧ－２などの一部のビデオ符号化標準では、各イントラピクチャが符号化シーケ
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ンス内のランダムアクセスポイントであった。Ｈ．２６４／ＡＶＣやＨ．２６５／ＨＥＶ
Ｃなどの一部のビデオ符号化標準における、インター予測に複数の参照ピクチャを柔軟に
使用できる機能では、イントラピクチャがランダムアクセスには十分ではない場合がある
。したがって、符号化タイプからそのような機能を推測するのではなく、ランダムアクセ
スポイント機能に関してピクチャをマーキングする場合がある。例えば、Ｈ．２６４／Ａ
ＶＣ規格に規定されているＩＤＲピクチャをランダムアクセスポイントとして用いること
ができる。クローズドＧＯＰ（Group of Picture）は、その中のすべてのピクチャを正し
く復号できるピクチャグループである。例えば、Ｈ．２６４／ＡＶＣでは、クローズドＧ
ＯＰはＩＤＲアクセス単位から（または、メモリ管理制御動作によって以前のすべての参
照ピクチャが未使用としてマーキングされる、イントラ符号化ピクチャから）開始するこ
とができる。
【００９５】
　オープンＧＯＰは、出力順で最初のイントラピクチャより前のピクチャは正しく符号化
できない場合があるが、最初のイントラピクチャの後のピクチャは正しく符号化できるよ
うな、ピクチャのグループである。そのような最初のイントラピクチャは、例えばＨＥＶ
ＣのＣＲＡ　ＮＡＬユニットタイプ、またはＨ．２６４／ＡＶＣのリカバリポイントＳＥ
Ｉメッセージを用いて、ビットストリーム内に標示、および／またはビットストリームの
標示から判断できる。オープンＧＯＰを開始する最初のイントラピクチャより前のピクチ
ャは、先行ピクチャと呼ばれる場合がある。先行ピクチャには復号可能と復号不可の２つ
のタイプがある。復号可能な先行ピクチャは、オープンＧＯＰを開始する最初のイントラ
ピクチャから復号が開始される場合に正しく復号できるピクチャである。換言すると、復
号可能な先行ピクチャは、インター予測における参照として、復号順で最初のイントラピ
クチャまたは後続のピクチャのみ用いる。復号不可の先行ピクチャは、オープンＧＯＰを
開始する最初のイントラピクチャから復号が開始される場合に正しく復号できないピクチ
ャである。
【００９６】
　前述のように、クライアントまたはプレーヤーは、スケーラブルビデオビットストリー
ムの伝送されるレイヤおよび／またはサブレイヤが決定されうる方法と同様に、セグメン
トまたはサブセグメントを異なるリプレゼンテーションから伝送するように要求してもよ
い。リプレゼンテーションの下方切替えまたはビットストリームの下方切替えという用語
はそれぞれ、以前に要求または伝送されたものより低いビットレートのリプレゼンテーシ
ョンの要求または伝送を指してもよい。リプレゼンテーションの上方切替えまたはビット
ストリームの上方切替えという用語はそれぞれ、以前に要求または伝送されたものより高
いビットレートのリプレゼンテーションの要求または伝送を指してもよい。リプレゼンテ
ーション切替えまたはビットストリーム切替えという用語は、リプレゼンテーションまた
はビットストリームの上方切替えおよび下方切替えの総称であってもよく、加えてまたは
代わりに、異なるビューポイントのリプレゼンテーションまたはビットストリームの切替
えを含んでもよい。
【００９７】
　ＭＰＥＧ－ＤＡＳＨに類似したストリーミングシステムには、例えば、ＩＥＴＦのイン
ターネットドラフトｄｒａｆｔ－ｐａｎｔｏｓ－ｈｔｔｐ－ｌｉｖｅ－ｓｔｒｅａｍｉｎ
ｇ－１９（および同じインターネットドラフトの他のバージョン）に規定されたＨＴＴＰ
　Ｌｉｖｅ　Ｓｔｒｅａｍｉｎｇ（ＨＬＳとも呼ばれる）がある。ＭＰＤに対応するマニ
フェストフォーマットとして、ＨＬＳは拡張Ｍ３Ｕフォーマットを用いる。Ｍ３Ｕはマル
チメディアプレイリスト用のファイルフォーマットであり、元はオーディオファイル用に
開発されたものである。Ｍ３Ｕプレイリストは、個々の行で構成されるテキストファイル
であり、各行はＵＲＩ、空白、または「＃」文字で開始されタグまたはコメントを標示す
る。ＵＲＩの行は、メディアセグメントまたはプレイリストファイルを識別する。タグは
#EXTで開始される。ＨＬＳの仕様は多数のタグを規定しており、それらはキー／値ペアと
みなすことができる。タグの値部分は属性リストでありうる。これは属性／値ペアのカン
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マ区切りのリストであり、属性／値ペアはAttributeName=AttributeValue構文を有しても
よい。したがって、ＨＬＳ　Ｍ３Ｕ８ファイルのタグはＭＰＤまたはＸＭＬの要素に類似
しているとみなすことができ、ＨＬＳ　Ｍ３Ｕ８ファイルの属性は、ＭＰＤまたはＸＭＬ
の属性に類似しているとみなすことができる。ＨＬＳの一部のバージョンでは、メディア
セグメントはＭＰＥＧ－２のトランスポートストリームに従ってフォーマットされ、単一
のＭＰＥＧ－２プログラムを含む。各メディアセグメントはＰＡＴ（Program Associatio
n Table）およびＰＭＴ（Program Map Table）で開始することが推奨されている。ＨＬＳ
の一部のバージョンでは、メディアセグメントは、ＤＡＳＨの（サブ）セグメントと同様
に自己完結型のＩＳＯＢＭＦＦムービーフラグメントである。
【００９８】
　全体的なＤＡＳＨシステムは以下のように構築することができる。メディアコンテンツ
がオリジンサーバによって提供される。オリジンサーバは一般的にはウェブ（ＨＴＴＰ）
サーバである。このオリジンサーバはコンテンツデリバリネットワーク（Content Delive
ry Network：ＣＤＮ）に接続されていてもよい。このネットワークを介して、ストリーミ
ングされたコンテンツがエッジサーバに提供および格納される。ＭＰＤによって、そのコ
ンテンツの複数のベースＵＲＬがシグナリングされる。これらのＵＲＬは、異なるエッジ
サーバにおけるそのコンテンツの利用可能性を宣言するために用いることができる。ある
いは、コンテンツサーバがインターネットに直接接続されていてもよい。コンテンツの要
求先のオリジンサーバまたはエッジサーバとＤＡＳＨクライアントとの間のＨＴＴＰトラ
フィックをルーティングする経路上にウェブプロキシが存在してもよい。ウェブプロキシ
はＨＴＴＰメッセージをキャッシュできるため、クライアントの要求に対してキャッシュ
されたコンテンツを提供することができる。プロキシからオリジンサーバまたはエッジサ
ーバまでに必要なネットワーク帯域幅が削減されるため、ウェブプロキシはネットワーク
サービスプロバイダによって一般的に用いられる。エンドユーザにとっては、ＨＴＴＰキ
ャッシングによって待ち時間が短くなる。ＤＡＳＨクライアントは、モバイルセルラネッ
トワークなどのアクセスネットワークを介してインターネットに接続してもよい。
【００９９】
　ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００９－５はＳＡＮＤ（Server And Network assisted DASH）を規
定している。ＳＡＮＤは、ＤＡＳＨクライアントとネットワーク要素との間、または様々
なネットワーク要素間のメッセージを導入している。その目的は、ネットワーク、サーバ
、プロキシ、キャッシュ、ＣＤＮのリアルタイム動作の特性、およびＤＡＳＨクライアン
トのパフォーマンスとステータスに関する情報を提供することによってストリーミングの
効率を向上することである。例えば、ＳＡＮＤのAnticipatedRequestsメッセージによっ
て、ＤＡＳＨクライアントはＤＡＳＨ対応ネットワーク要素（DASH-Aware Network Eleme
nt：ＤＡＮＥ）に対し、関心のある特定のセグメントセットを宣言することができる。こ
の意図は、ＤＡＳＨクライアントがまもなく選択および要求しそうなリプレゼンテーショ
ン内のセグメントセットをシグナリングすることである。メッセージペイロードには予想
される要求のリストが含まれ、それぞれ当該要求のＵＲＬと、任意でその要求のバイト範
囲（そのＵＲＬによって示されるコンテンツの一部のみが要求されると予想される場合）
と、任意で、そのＵＲＬによって識別されるリソースに対してＤＡＳＨクライアントが要
求を発行すると予想される時間が含まれる。
【０１００】
　仮想現実ビデオコンテンツは、異なる複数の投影フォーマットを用いてもよい。「３６
０°ビデオ」という用語は、「仮想現実ビデオ」という用語と区別なく使用されうる。３
６０度の水平視野と１８０度の垂直視野をカバーする球状画像から、矩形の２次元画像平
面への特定の投影は、正距円筒図法として知られている。この場合、変換や拡大縮小なし
で、水平座標は経度に相当し、垂直座標は緯度に相当するとみなすことができる。場合に
よっては、３６０度の水平視野と１８０度未満の垂直視野を有するパノラマコンテンツは
、正距円筒図法の特別なケースとみなすことができ、その球体の極領域が２次元画像平面
上にマッピングされていない。正距円筒図法では、垂直線の直線度が維持されるが、天底
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と天頂の領域が変形する。
【０１０１】
　キューブマップ投影フォーマット（キューブマップとも呼ばれる）では、球体ビデオは
立方体の六面（側面とも呼ばれる）上に投影される。キューブマップは、例えば、最初に
視点から球体シーンを６回レンダリングすることによって生成することができる。この際
、各ビューは、立方体の各面を表現する９０度の視錐台によって画定される。この立方体
の各側面は、同じフレームにフレームパッキングするか、または立方体の各側面を個別に
（例えば符号化において）処理することができる。立方体の各側面を多様な順序でフレー
ムに配置することができ、および／または、立方体の各側面を回転または鏡像化すること
ができる。フレームパッキング用のフレームの幅と高さは、立方体の側面が例えば３×２
の立方体側面グリッドに「ぴったりと」はめ込まれるように選択するか、または、例えば
４×３の立方体側面グリッドに、未使用の構成フレームを含めることができる。
【０１０２】
　一例において、仮想現実コンテンツは、図１０に示す例示的プロセス１１００、あるい
はそのサブセットおよび／または変形に従って処理してもよい。図１０に示すように、仮
想現実コンテンツは、１つ以上の仮想現実カメラ、他のカメラ配列、および／または仮想
現実コンテンツの撮影に適切な他のオーディオビジュアル機器などによって、ブロック１
１０２において取得される。図１０に示すように、ブロック１１０２で取得された画像は
ブロック１１０４に渡されてもよい。ブロック１１０４では、画像の貼合せ、投影、およ
びマッピングが行われてもよい。ブロック１１０２で取得されたオーディオは、一部の実
装において、オーディオ符号化のためにブロック１１０６に渡されてもよい。ブロック１
１０４からの貼合せ済み、投影済み、およびマッピング済みの画像は、ビデオ符号化のた
めにブロック１１０８に、および／または画像符号化のためにブロック１１１０に渡され
てもよい。図１０のブロック１１１２に示すように、ファイルエンキャプスレータは、ビ
デオ、画像、およびオーディオを含む符号化メディアコンテンツをブロック１１０６、１
１０８、および１１１０から入力として取得し、それらを１つのコンテナファイルへとカ
プセル化する。ファイルエンキャプスレータは、復号されたパッキングＶＲフレームのレ
ンダリングを支援する、投影およびマッピング情報などのメタデータを受信してファイル
へと組み込んでもよい。ＤＡＳＨに関連する実装では、図１０に示すように、ＤＡＳＨ　
ＭＰＤジェネレータがファイルを入力として取得し、ブロック１１１４においてＭＰＤを
生成する。このＭＰＤには、ファイル内の相当する情報に基づいて生成することができる
投影およびマッピングメタデータなどのＶＲ固有のメタデータが含まれてもよい。ブロッ
ク１１１４においてＤＡＳＨ　ＭＰＤが生成された後、ブロック１１１６においてＤＡＳ
Ｈクライアント／サーバ転送が実行される。
【０１０３】
　図１０のブロック１１１８に示すように、ファイル再生中、ファイルデキャプスレータ
が当該ファイルおよび／または受信した（サブ）セグメントを処理し、トラックから符号
化ビットストリームを抽出し、メタデータを解析する。オーディオ情報、ビデオ情報、お
よび画像情報はそれぞれブロック１１２０、１１２２、および１１２４において復号され
る。ブロック１１２２および／または１１２４によって生成された、復号されたパッキン
グＶＲフレームはブロック１１３０においてレンダリングされてもよい。このレンダリン
グには、任意で、ファイルデキャプスレータから受信された投影および／またはマッピン
グ情報が使用されてもよい。ブロック１１３２に示すように、レンダリングされた画像は
、現在の視聴向き、およびファイルから解析した投影およびマッピングメタデータに基づ
いて、ヘッドマウントディスプレイまたは他の任意の表示デバイスの画面に投影される。
同様に、ブロック１１２６においてレンダリングされたオーディオは、ブロック１１２８
においてラウドスピーカおよび／またはヘッドフォンを介して出力されてもよい。
【０１０４】
　画像の貼合せ、投影、およびマッピングのプロセス１２００の例示的な詳細を図１１に
示しており、以下において説明する。ＶＲ画像またはビデオクリップは一般的に、複数の
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カメラ、または複数のレンズとセンサを備えた１つのカメラデバイスを用いて撮影される
。複数のカメラからの入力ピクチャ１２０４は、ブロック１２０６において貼り合わされ
、球体や立方体などの３次元幾何学的構造に投影される。幾何学的構造上の画像データは
、さらに２次元投影フレーム１２０８上に配置される。そのフォーマットは、ブロック１
２１０においてＶＲ投影フォーマット標示子によって標示されてもよい。一例において、
このマッピングには、投影されたフレームの複数の矩形領域を、各領域の場所とサイズを
パッキングＶＲフレーム１２１２内で標示することによって、パッキングＶＲフレーム１
２１２上にマッピングすることが含まれる。一例において、このマッピングにはさらに、
投影されたフレームの複数の矩形領域をパッキングＶＲフレーム１２１２上で鏡像化また
は回転させることのいずれかまたは両方が含まれる。鏡像化は水平および垂直の鏡像化に
限定されてもよく、回転は９０度単位に制限されてもよい。実際は、入力ピクチャ（単数
または複数）は、中間ステップなしの１回の処理でパッキングＶＲフレーム１２１２に変
換されてもよい。これを図１１の点線の矩形１２０２で標示している。パッキングＶＲフ
レームは、ビデオ符号化１１０８および／または画像符号化１１１０への入力として提供
される。パッキングＶＲフレームという用語は、投影されたフレームの単一の矩形領域の
みがパッキングＶＲフレームにマッピングされる場合、またはパッキングＶＲフレームが
そのような投影されたフレームを含む場合にも用いてよい。パッキングＶＲフレームとい
う用語は、投影されたフレームのマッピングによって生じるフレームとして定義してもよ
い。
【０１０５】
　投影構造は、ＶＲ画像／ビデオコンテンツが投影される１つ以上の表面で構成される３
次元構造として定義されてもよい。投影されたフレームは、投影構造の表面（単数または
複数）がマッピングされる２次元フレームとして定義されてもよい。投影されたフレーム
は、代わりにまたはさらに、ＶＲ投影フォーマット標示子によって定義される表現フォー
マットを有するフレームとして定義されてもよい。例えば、キューブマップ投影の投影構
造は立方体であり、キューブマップは、立方体の面を展開することによって形成される２
次元の投影されたフレームである。ＶＲ投影フォーマット標示子は、例えば、投影された
フレームの表現フォーマットを標示する列挙型であってもよい。例えば、この標示子は、
平面視の正距円筒パノラマ、立体視の正距円筒パノラマ、平面視のキューブマップ、およ
び立体視のキューブマップのうちの１つを標示してもよい。立体視の投影フォーマットを
標示する場合、特定のパッキング構成を事前定義するか、または別途標示してもよい。例
えば、トップアンドボトムパッキング構成を事前定義してもよい。この構成では、例えば
左側のビューが上に表示されるように定義することができる。
【０１０６】
　いくつかの例において、異なる視聴向きのための複数のバージョンのＶＲビデオが符号
化される。これにより、球体や立方体などの投影構造の向きが、目的とする視聴向きに従
って回転される。投影構造や対応する投影されたフレームの向きを、グローバル座標系に
対して標示するための様々な方法がありうる。例えば、正距円筒パノラマピクチャの中心
点や、キューブマップの前面の中心点などの、主要点を投影フォーマットに定義してもよ
い。ヨーおよびピッチによってグローバル座標系内の主要点の場所を標示してもよい。投
影構造または対応する投影されたフレームの向きをロールによって標示してもよい。この
場合、参照方向に直交する主要平面がどのように回転されるかが標示される。
【０１０７】
　グローバル向きオフセットという用語は、参照向きに対するヨー、ピッチ、およびロー
ルとして定義されてもよい。参照向きは、レンダリングシステムまたはグローバル座標系
において、（ヨー、ピッチ、ロール）が（０、０、０）に等しい場合に相当する。参照向
きは、参照方向に直交し、ロール角がゼロ度である２次元表面の向きとして定義されても
よい。参照方向は、グローバル座標系のｚ軸またはカメラパラメータの座標系のｚ軸、あ
るいはマイクロフォン設定のゼロ方位角およびゼロ仰角の軸の方向として定義されてもよ
い。したがって、グローバル向きオフセットは、例えばコンテンツの符号化後にカメラま
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たはコンテンツの向きを修正するために用いることができる。例えば、コンテンツの地平
線が正確に水平ではない場合（例えば、向きがやや傾いたカメラでコンテンツが撮影され
た場合など）、ＶＲ向きメタデータによってこれを修正できる。
【０１０８】
　グローバル向きオフセットは、例えば以下の１つ以上の方法でファイルに含まれてもよ
い。ｉ）（例えば１つのトラック全体の）サンプルのセットに適用されるグローバル向き
オフセットが、ＩＳＯＢＭＦＦ対応ファイルのサンプルエントリに含まれてもよい。ｉｉ
）グローバル向きオフセットに対してサンプルグループが定義されてもよく、各サンプル
グループ記述エントリでヨー、ピッチ、およびロールの値の組合せが定義され、SampleTo
Groupボックスを用いてトラックのサンプルがサンプルグループ記述エントリにマッピン
グされる。ｉｉｉ）メタデータトラックとしてのＶＲ向きが以下のように定義される。存
在する場合、ＶＲ向きメタデータトラックは、同じグローバル向きオフセットデータを有
する各ビデオトラックおよび各オーディオトラックへの、例えば「cdsc」タイプのトラッ
ク参照を含む。存在する場合、このメタデータはグローバル向きオフセットを指定する。
このトラックが存在しない場合、グローバル向きオフセットのヨー、ピッチ、およびロー
ルの値はそれぞれ（０、０、０）である。ＶＲ向きメタデータトラックのサンプルに提供
されるグローバル向きオフセットは、「cdsc」タイプのトラック参照を用いて、ＶＲ向き
メタデータトラックに関連付けられたトラックのすべての時間並列オーディオおよびビデ
オサンプルに適用される。特定のトラック内の特定のサンプルに対する時間並列サンプル
は、同特定トラック内の同特定サンプルの復号時間と同じ復号時間を有する、または、同
じ復号時間のサンプルがない場合は最も近い前の復号時間を有する、参照されるトラック
内のサンプルとして定義されてもよい。
【０１０９】
　グローバル向きオフセットは、ＶＲオーディオビデオプレゼンテーション全体にわたっ
て適用されてもよい。レンダリングにおいて、（ヘッドマウントディスプレイの最初の向
きに対する）ヘッドマウントディスプレイの向きは、基本的に、復号コンテンツからの抽
出に用いる向きを選択するために、その時点で有効なグローバル向きオフセットと合計さ
れる。例えば、ヨー、ピッチ、およびロールがそれぞれ（ａ、ｂ、ｃ）である向きのビデ
オが、例えばヘッドマウントディスプレイにレンダリングされ、ヨー、ピッチ、およびロ
ールに対するグローバル向きオフセットがそれぞれ（ｉ、ｊ、ｋ）である場合、ファイル
に含まれる、向きに対応するビデオ情報のヨー、ピッチ、およびロールはそれぞれ（ａ－
ｉ、ｂ－ｊ、ｃ－ｋ）である。
【０１１０】
　復号するトラックまたはリプレゼンテーションを選択する、および／または復号コンテ
ンツから抽出するデータを選択するときに、投影構造または投影されたフレームの（グロ
ーバル座標系に対する）向きを考慮してもよい。例えば、投影構造が、４５度のヨー角お
よび０度のピッチ角とロール角を有すると標示される立方体であり、現在の視聴向きのヨ
ー、ピッチ、およびロールが０である場合、復号キューブマップからのコンテンツは、レ
ンダリングされたコンテンツの中心点がＹ軸周りに４５度（すなわち投影されたフレーム
内で水平に）オフセットされてレンダリングされるように選択される。
【０１１１】
　いくつかの例において、グローバル向きオフセット（単数または複数）は、投影構造ま
たは投影されたフレームの向きの情報内に含まれるため、レンダリングする復号データを
選択する際に別途考慮する必要はない。いくつかの例において、グローバル向きオフセッ
ト（単数または複数）は、投影構造または投影されたフレームの向きの情報とは別個であ
るため、レンダリングする復号データを選択する際に、基本的にそれらを適切な符号を用
いて合計することによって一緒に考慮する必要がある。
【０１１２】
　オーディオビジュアル仮想現実コンテンツなどのビジュアルコンテンツに対する観察点
と観察向きの選択を制御するために、例示的実施形態に従って方法、装置、およびコンピ
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ュータプログラム製品が提供される。本明細書において説明または想定する例示的な実施
形態および実装の多くは、仮想現実コンテンツを含むがこれに限定されないオーディオビ
ジュアルコンテンツが、視聴者にストリーミングされる状況において生じる。仮想現実コ
ンテンツの開発、伝送、および視聴に関する技術的課題の１つは、視聴者の向きや位置な
どによって、視聴者が、仮想現実コンテンツの最も顕著な部分ではないかもしれない部分
を視聴しがちであるということである。コンテンツクリエイタまたは作成者は一般的に、
最も顕著なおよび／または特に興味深いとみなされるコンテンツを、ユーザの視野候補内
の選択された場所に提示する。これらの選択された場所は、最も取りうる視聴方向（Most
 Probable Viewing Direction：ＭＰＶＤ）とみなすことができる。これは、一般的に視
聴者は、提示された顕著なおよび／または興味深いコンテンツにより興味を引かれがちで
あるため、そのコンテンツが見やすくなるように自身を位置付ける傾向があるからである
。しかしながら、仮想現実プレゼンテーションやその他の没入的コンテンツプレゼンテー
ションでは、視聴者やヘッドマウント視聴デバイスの位置に基づいて視聴者の遠近および
／または視聴向きを変更できるようにしているため、ユーザがそのようなコンテンツを再
生し始めると、ユーザの位置および／または向きにより、最も顕著なおよび／または興味
深いコンテンツが視聴者からずれてレンダリングされ、ＭＰＶＤと位置を合わせるには、
視聴者は移動するか、あまり快適ではない視聴位置を取らなければならなくなる可能性が
高い。例えば、視聴者がＭＰＶＤを見つけるために真後ろを見なければならない場合があ
る。別の例では、ソファまたは椅子上の視聴者の位置によっては、視聴者はＭＰＶＤと位
置を合わせるために物理的に不快な姿勢を取らなければならない場合がある。
【０１１３】
　そのような一部の状況において、ＶＲビデオのストリーミングビットレートの削減に向
けたストリーミングプロトコルの最近の傾向として、現在のビューの向きをカバーする３
６０度ビデオコンテンツのサブセットを最高の品質／解像度で伝送し、その３６０度ビデ
オの残りの部分はより低い品質／解像度で伝送するというものがある。そのような一部の
状況、および本発明の例示的実施形態を実装可能な他の状況では、仮想現実コンテンツ用
にＨＴＴＰを介した動的適応ストリーミング（「ＤＡＳＨ」）を用いることが想定されて
いる。
【０１１４】
　ＤＡＳＨのいくつかの実装では、同じアダプテーションセット内の複数のリプレゼンテ
ーション間で、例えば、幅と高さ（それぞれ@widthおよび@heightとして参照されうる）
、フレームレート（@frameRateとして参照されうる）、ビットレート（@bandwidthとして
参照されうる）、および／またはリプレゼンテーション間の標示された品質順（@quality
Rankingとして参照されうる）、に基づいて自動選択を実行できる。ＤＡＳＨのいくつか
の例示的実装において、@qualityRankingの意味は、同じアダプテーションセット内の他
のリプレゼンテーションに対してリプレゼンテーションの品質ランキングを指定するもの
として指定される。一般的に、値が低いほど高い品質のコンテンツを表す。ＤＡＳＨの実
装では、@qualityRanking属性が存在しない場合、ランキングは定義されない。
【０１１５】
　仮想現実ビデオコンテンツの状況において、３６０度コンテンツの一部のビューポート
をより高い品質で表現し、他のビューポートをより低い品質で表現することができる。し
かしながら、前述の属性のいずれも、異なる主要ビューポート用に符号化された３６０度
ビデオを区別するには十分ではないことを理解されたい。
【０１１６】
　ＤＡＳＨにおけるビューポートベースの適応を促進するために、リプレゼンテーション
の主要ビューポートを標示するメタデータをＭＰＤに含めることができる。また、主要ビ
ューポートの画質に基づいてリプレゼンテーションを選択できるようにするために、全体
的な品質特性とは別途に主要ビューポートの品質を標示する手段をＭＰＤに含めることが
できる。１つ以上のプロパティ記述子または要素を用いて、主要ビューポート、および／
または主要ビューポートの品質を標示することができる。これらの例を以下の段落で説明
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【０１１７】
　一例において、ＶＲビデオ記述子（VR Video Descriptor：ＶＲＤ）には、１）どのビ
ューポートが（サブ）リプレゼンテーションに提示されるかを標示する、２）ビューポー
ト固有の品質ランキングを標示する、という２つの目的がある。ＶＲビデオ記述子によっ
て伝達される情報は、コンテンツによって表現されるビューポート（単数または複数）、
ビューポート（単数または複数）用の投影フォーマット、ビューポート（単数または複数
）用のコンテンツが平面視か立体視かの標示、立体視のコンテンツの場合、左、右、また
は両方のビューが提示されるかどうか、ビューポート（単数または複数）の品質ランキン
グ値（単数または複数）である。ビューポート固有の品質ランキング情報により、クライ
アントは、同じビューポート（単数または複数）を異なる品質で表現する複数のリプレゼ
ンテーションおよびサブリプレゼンテーションを区別することができる。ＶＲＤスキーム
を用いるSupplementalProperty要素またはEssentialProperty要素の@valueは、以下の表
に指定されているＶＲＤパラメータのカンマ区切りの値リストである。
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【０１１８】
　一実施形態において、（例えばＩＳＯベースメディアファイルフォーマット対応の）フ
ァイルおよび／またはＭＰＤのＶＲ固有の記述子内の投影およびマッピングメタデータは
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、ｉ）投影されたフレームのＶＲ投影フォーマット、ｉｉ）グローバル座標系における投
影されたフレームに対応する幾何学的構造の向き、ｉｉｉ）領域ごとのマッピング情報、
ｉｖ）領域ごとの品質ランキング、の１つ以上を含む。
【０１１９】
　一実施形態において、仮想現実ビデオ記述子（ＶＲＤ）は以下のように指定される。Ｖ
ＲＤスキームは、SupplementalPropertyおよび／またはEssentialProperty記述子を特定
の@schemeIdUri値と共に用いる。EssentialProperty記述子は、投影に対応した表示処理
なしで復号ビデオコンテンツを従来の２次元ディスプレイに表示することが望ましくない
場合に用いるべきである。ＶＲビデオのSupplementalPropertyまたはEssentialProperty
記述子は、AdaptationSet、Representation、またはSubRepresentationに存在することが
できる。ＶＲＤスキームを用いるSupplementalProperty要素またはEssentialProperty要
素の@valueは、以下の表に指定されているＶＲＤパラメータのカンマ区切りの値リストで
ある。

【０１２０】
　一実施形態において、ＳＲＤ記述子は以下のように拡張される。ＳＲＤ記述子はリプレ
ゼンテーションレベルに含めることもできる。同じRepresentation要素およびSubReprese
ntation要素内に多数のＳＲＤ記述子を含めることができる。同じコンテナ要素内の複数
のＳＲＤ記述子は、例えば、投影されたフレーム内の複数の領域を標示するためにＳＲＤ
記述子が使用され、そのうち少なくとも一部の領域が他の領域とは異なる品質ランキング
を有することを標示する場合に役立つ。ＳＲＤ記述子の構文と意味は、前述と同様に記述
してもよい。しかしながら、object_x、object_y、object_width、およびobject_height
は、同じコンテナ要素内にそれらの値を有する別のＳＲＤ記述子がある場合は、任意とし
て定義してもよい。object_x、object_y、object_width、およびobject_heightが存在し
ない場合、対応する領域は、同じレベル内の他の指定された領域を除いて投影されたフレ
ームとして定義される。quality_rankingパラメータは以下のようにＳＲＤ内に、例えば
最後のパラメータとして、定義してもよい。
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【０１２１】
　本発明の例示的実施形態のいくつかの実装は、ＤＡＳＨイベントを含む環境において想
定される、および／または生じる。このイベントは、参照することによって本明細書に組
み込まれるＩＳＯ／ＩＥＣ２３００９－１において説明およびその他の手段で提示されて
いるイベントを含むが、これに限定されない。
【０１２２】
　ＤＡＳＨイベントは、非周期的な情報をＤＡＳＨクライアントまたはアプリケーション
にシグナリングするために、メディアプレゼンテーション記述（ＭＰＤ）またはリプレゼ
ンテーション内に提供してもよいことを理解されたい。各イベントは特定のメディアプレ
ゼンテーション時間に開始され、一般的に持続時間を有するという意味で、イベントは時
限的である。イベントには、ＤＡＳＨ固有のシグナリングまたはアプリケーション固有の
イベントが含まれる。後者の場合、ＤＡＳＨクライアントがイベントを適切なアプリケー
ションに転送することができるように、適切なスキーム識別子によってアプリケーション
が識別される。
【０１２３】
　いくつかの実装では、同じタイプのイベントはイベントストリームにおいてクラスタ化
される。これによって、ＤＡＳＨクライアントは関心のあるイベントストリームをサブス
クライブし、関係または関心のないイベントストリームは無視することができる。ＭＰＤ
内でのイベントシグナリングとセグメント内でのインバンドのイベントシグナリングとい
う２つのイベントシグナリング方法が指定されていることを理解されたい。メディアプレ
ゼンテーション時間に割り当てられたイベントのシーケンスは、ＭＰＤ内のピリオドレベ
ルで提供してもよい。同じタイプのイベントは、Period要素内のEventStream要素によっ
て指定される１つのイベントストリームにまとめられる。一般的に、イベントは、その開
始時間がピリオド境界の後、またはその持続時間がピリオド境界を越えていても、そのピ
リオドの終了時に終了する。
【０１２４】
　ＤＡＳＨに基づくほとんどの状況では、EventStream要素は、スキームを識別するため
のＵＲＩを提供する@schemeIdUri属性と、任意の属性@valueとを含むという意味で、ＤＡ
ＳＨのプロパティ記述子と同様に構築される。要素の意味は、採用するスキーム固有であ
る。スキームを識別するＵＲＩは、ＵＲＮ（Uniform Resource Name）またはＵＲＬ（Uni
form Resource Locator）でありうる。
【０１２５】
　同様に、ＤＡＳＨに基づくほとんどの状況では、１つのピリオドは、同じ@schemeIdUri
属性値と@value属性値を有する最大１つのEventStream要素を含む。例えば、１つのタイ
プのすべてのイベントは１つのイベントストリームにクラスタ化されうる。イベントスト
リームは時限イベントを含むため、イベントをピリオド内の特定のメディアプレゼンテー
ション時間に割り当てるために時間尺度属性@timescaleも提供されることを理解されたい
。時限イベント自体はEvent要素によって記述される。
【０１２６】
　ＤＡＳＨに精通している方は、EventStream要素内の属性の規定された意味を認識され
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【０１２７】
　ＤＡＳＨに精通している方は、Event要素内の属性の規定された意味を認識されるであ
ろう。これらを以下に挙げる。



(32) JP 6735415 B2 2020.8.5

10

20

30

40

50

【０１２８】
　ＤＡＳＨに精通している方は、セグメントの一部としてイベントメッセージを追加する
ことで、リプレゼンテーションによってイベントストリームを多重化できることを認識さ
れるであろう。イベントストリームは、複数の選択されたリプレゼンテーション、１つの
（または複数の）選択されたアダプテーションセット、またはすべてのリプレゼンテーシ
ョンに存在することができる。例えば、可能な構成の１つとして、オーディオアダプテー
ションセットだけがインバンドイベントを含みうる構成がある。２つ以上のリプレゼンテ
ーションが同じ@schemeIdUriおよび同じ@valueを有するイベントストリームを実行する場
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合、それらのストリームは意味的に等価であり、１つのリプレゼンテーションを処理する
だけでよい。
【０１２９】
　ＤＡＳＨ環境では、リプレゼンテーションに存在するインバンドイベントストリームは
、アダプテーションセットレベルまたはリプレゼンテーションレベルのInbandEventStrea
m要素によって標示される。InbandEventStream要素の構文および意味は、前述のEventStr
eam要素の構文および意味と同じであってもよい。１つのリプレゼンテーションは、それ
ぞれ個別のInbandEventStream要素によって標示される複数のインバンドイベントストリ
ームを含んでもよい。
【０１３０】
　ＤＡＳＨでは、イベントメッセージボックス（「emsg」）が、メディアプレゼンテーシ
ョン時間に関連する一般的なイベントへのシグナリングを提供する。前述の、ＭＰＤに定
義されるイベントに関する同じ意味が適用される。イベントメッセージボックスのフィー
ルドの意味は、Event要素の各属性の意味に類似している。ＩＳＯベースメディアファイ
ルフォーマット（ＩＳＯＢＭＦＦ）にカプセル化される場合、メディアセグメントは１つ
以上のイベントメッセージ（「emsg」）ボックスを含むことができる。存在する場合、「
emsg」ボックスは「moof」ボックスの前に配置される。イベントメッセージボックスの構
文は以下のように指定できることを理解されたい。
aligned(8) class DASHEventMessageBox extends FullBox('emsg', version = 0, flags 
= 0){
   string            scheme_id_uri;
   string            value;
   unsigned int(32)  timescale;
   unsigned int(32)  presentation_time_delta;
   unsigned int(32)  event_duration;
   unsigned int(32)  id;
   unsigned int(8)   message_data[];　　
   }
}
【０１３１】
　本発明の例示的実施形態が実装される正確なプロトコルおよび／または環境にかかわら
ず、いくつかの技術的課題は、視聴者および／またはコンテンツクリエイタの期待および
／または要件を満たす品質レベルでコンテンツを提示する必要性、および視聴者および／
または視聴者のディスプレイと視聴者に提示されるコンテンツの向きが合ってない可能性
から生じる。
【０１３２】
　ＶＲコンテンツに対する初期観察向きまたは初期ビューポートをシグナリングする能力
は、ＶＲ再生セッションの開始時にコンテンツ作成者の好みが反映されるようにする、望
ましい機能である。初期観察向きまたは初期ビューポートは、ＶＲプレゼンテーションの
開始時だけでなく、任意のランダムアクセスポイントまたはＶＲプレゼンテーション内の
任意のポイントにも割り当てることができる。しかしながら、初期観察向きまたは初期ビ
ューポートのシグナリングの「強さ」を標示する能力が求められている。例えば、視聴者
がコンテンツの一部を以前に見ており、そのコンテンツの他の部分をシークする場合、（
１）シーク後のコンテンツ再生をユーザの頭部の向き（より一般的には、ユーザが以前に
コンテンツを見ていた向き）を用いて継続するか、（２）シグナリングされた初期視聴向
きまたは初期ビューポートを適用するか、をコンテンツクリエイタ／作成者が制御できる
ようにする必要がある。
【０１３３】
　前者は、例えば、コンテンツが固定のＶＲカメラまたはカメラリグを用いて実際のシー
ンカットなしで生成された場合、または以前の視聴位置とシーク位置との間にシーンカッ
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トがない場合に、有効に用いることができる。後者は、例えば、カメラの位置が変更され
たか、以前の視聴位置とシーク位置との間にシーンカットがある場合、または同じビデオ
のコンテンツが以前に視聴されていない場合に、有効に用いることができる。また、プレ
ゼンテーション内の一部のポイント（例えばシーンカットなど）は、ヘッドマウントディ
スプレイの以前の向きに関係なく、コンテンツ作成者の希望どおりに観察向きを選択して
もよい。
【０１３４】
　さらに、ＤＡＳＨでは、ＤＡＳＨクライアントが正しいアダプテーションセットおよび
リプレゼンテーションから（サブ）セグメントを要求できるように、クライアントに対し
て初期観察設定をシグナリングできるようにするべきである。アダプテーションセット内
の各リプレゼンテーションが同じビューポートを含み、このビューポートが品質の異なる
複数の構成ビューポートを含む場合、ＤＡＳＨクライアントはシグナリングによって、初
期観察向きまたは初期ビューポートに正確にまたはほぼ一致する高い品質の構成ビューポ
ートを含むリプレゼンテーションを選択することができる。アダプテーションセット内の
各リプレゼンテーションが、比較的狭く、典型的に構成ビューポートを含まない同じビュ
ーポートを含み、複数のアダプテーションセットそれぞれが同じ全方位コンテンツの異な
るビューポートをカバーする場合、ＤＡＳＨクライアントはシグナリングによって、初期
観察向きまたは初期ビューポートに正確にまたはほぼ一致するアダプテーションセットを
選択し、次にそのアダプテーションセットから高品質のリプレゼンテーションを選択する
ことができる。
【０１３５】
　現在の技術はこのような技術的ニーズに対応していないと考えられる。例えば、（参照
によって本明細書に組み込まれる）ＭＰＥＧ　Ｍ３８６８９では、ＤＡＳＨ　ＭＰＤにお
ける初期ビューポートのシグナリングを以下のように説明している。

『最初の視点を設定し、すべての角度位置の計算の基準となる原点軸を定義するために、
中心点を配置する新しい追加プロパティをアダプテーションセットに導入する。中心点の
位置は、中心点が配置されるグリッドセルの左上角から画素単位で指定される。

このような追加プロパティは、ｕｒｎ（例：urn:mpeg:dash:vrorigin:2016）、およびｘ
－ｙ座標を画素単位で含む値（例："６４０，３６０"）によって定義される。

あるいは、ＶＲ原点の追加プロパティは、空間オブジェクト全体に関連付けられたアダプ
テーションセットに設定できることに注意されたい。ただしその場合、ＭＰＤオーサリン
グ時に、より多くの計算が必要となる（ＶＲ原点と空間オブジェクト全体の左上角との間
のすべてのセルの幅と奥行きを合計する必要があるため）。』
【０１３６】
　ＭＰＤ記述子は、経時的または動的エンティティではないという意味で静的であること
を理解されたい。したがって、Ｍ３８６８９では、初期ビューポートを例えば時間の関数
としてまたはＳＡＰに基づいて標示できない。このため、Ｍ３８６８９はＤＡＳＨクライ
アントが適切なアダプテーションセットおよび／またはリプレゼンテーションを選択する
助けにならない。
【０１３７】
　図１は、本発明の一例示的実施形態による実装を実行しうる例示的システム環境１００
を示す図である。環境１００の描写は、本明細書において説明または想定する実施形態を
、いかなる特定の要素またはシステムの構成にも限定または制限することを意図するもの
ではなく、本発明の実施形態に関連して用いることができる一連の構成またはシステムに
対する代替の構成またはシステムを除外することを意図するものでもない。むしろ、図１
およびそれに開示する環境１００は、単に、本明細書において開示および想定する方法、
装置、およびコンピュータプログラム製品の特徴、態様、および使用のいくつかを促進す
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るための例示的な基礎または状況として提示するものである。図１に示す態様およびコン
ポーネントの多くは、個々の異なる要素として示されているが、本明細書において説明す
る方法、装置、およびコンピュータプログラムと関連して他の構成を用いてもよく、これ
には態様および／またはコンポーネントを組み合わせる、省略する、および／または追加
する構成も含まれることを理解されたい。
【０１３８】
　図１に示すように、システム環境１００は少なくとも１つのカメラ１０２を含む。シス
テム環境１００の多くの実装では、仮想現実コンテンツの作成に用いる３６０°ビデオ画
像の撮影に適切な１つ以上のカメラ（ＮｏｋｉａのＯＺＯシステムなど）、および／また
は３６０°ビデオ画像および／または他のパノラマビューの作成に用いることができる他
のカメラまたはカメラ配列を用いることが想定されている。図１では、１つ以上のメディ
アソースメディアソース１０４があることも想定されている。このメディアソースは、以
前に撮影または生成されたオーディオビジュアルコンテンツの伝送および／またはアクセ
スのためのデータベース、他のデバイスおよび／または他のシステムであってもよい。
【０１３９】
　図１に示すように、カメラ１０２およびメディアソース１０４は、画像および／または
他のオーディオビジュアルコンテンツ（３６０°ビデオ画像など）をデータストリームと
して伝送できるおよび／または伝送するように構成されている。そのような伝送は、カメ
ラから１つ以上のデバイスに画像データを伝送するのに適切な任意の手法および／または
プロトコルに従って実行できる。いくつかの実装では、画像データの伝送は、ビデオ画像
を受信および／または処理するように構成された１つ以上のデバイスへと、無線または有
線接続を介してリアルタイムまたはほぼリアルタイムで行われる。
【０１４０】
　本明細書のいくつかの例示的実装では、３６０°画像内の点や領域などの顕著点または
顕著領域を想定している。これらは、注目が向けられる、画像内の最も顕著な点または領
域とみなされる。本明細書のいくつかの例示的実装では、画像内に１つ以上の関心点また
は関心領域があると想定している。これは、コンテンツクリエイタおよび／または１人以
上の視聴者が関心を持ちうる画像要素とみなされる。多くの状況において、画像の顕著点
は関心点となり、画像の顕著領域は関心領域となる。また、画像の顕著点または顕著領域
は変わってもよく、変更されてもよい。例えば、システムまたはシステム要素および／ま
たは外部アクター（ディレクタなど）によって自動的に変更されてもよい。そのようない
くつかの状況では、顕著点はある関心点から別の関心点へと、また顕著領域はある関心領
域から別の関心領域へと、切り替えられてもよい。以下において、顕著点という用語に言
及して実施形態を説明しているが、そのような例示的実施形態および他の例示的実施形態
は、顕著点の代わりに顕著領域を用いる場合にも同様に当てはめることができることを理
解されたい。
【０１４１】
　図１に示すように、カメラ１０２およびメディアソース１０４はそれぞれビデオ画像ス
トリームをビデオプロセッサ１０６に伝送してもよい。ビデオプロセッサ１０６は、スタ
ンドアロンデバイスとして、および／または他のデバイスやコンポーネントに統合されう
るデバイスとして実装されうる任意のデバイス類の代表的なものである。図１に示すよう
に、ビデオプロセッサ１０６は、カメラ１０２およびメディアソース１０４のそれぞれか
ら画像データストリームおよび任意の関連情報を受信するように構成される。いくつかの
例示的実装において、ビデオプロセッサ１０６は、ビデオストリーム内の１つ以上の顕著
点を選択および／または識別できるようにも構成される。いくつかの例示的実施形態にお
いて、ビデオプロセッサ１０６は顕著点を標示する情報を、当該ビデオストリームに、ま
たは当該ビデオストリームに関連付けられた別のストリーム（または、ＭＰＤなどのシグ
ナリング構造）に埋め込む。いくつかの例示的実施形態において、ビデオプロセッサ１０
６は、その顕著点を、再生デバイスの意図された動作に関連付けられた標示とみなし、そ
の再生デバイスの意図された動作を特定し、その特定に応じて制御信号を生成させる。こ
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の制御信号は、再生デバイス上でのオーディオビジュアルプレゼンテーションのレンダリ
ング動作に関連付けられている。前述の制御信号は、例えばビデオストリーム、またはビ
デオストリームの記述内に含まれてもよい。
【０１４２】
　ディレクタ１０８はビデオプロセッサ１０６の任意の操作者として示されており、いく
つのかの実装では、画像データストリームの作成および／またはストリーミング中に１つ
以上の画像データストリームを監視および／または制御することができる。いくつかの例
示的実施形態において、ディレクタ１０８は、顕著点を標示する情報をビデオストリーム
内の特定の場所に埋め込ませる。いくつかの例示的実施形態において、ディレクタ１０８
は、再生デバイスの意図された動作を特定し、制御信号を生成させる。この制御信号は、
再生デバイス上でのオーディオビジュアルプレゼンテーションのレンダリング動作に関連
付けられている。前述の制御信号は、例えばビデオストリーム内、またはビデオストリー
ムの記述内に含まれてもよい。ディレクタ１０８は、加えてまたは代わりに、ビデオスト
リームに提示されたコンテンツ、ならびにその作品内の主題、背景要素、およびその他の
オブジェクトの相対的な配置に関する創作的な決定を行ってもよい。前述のとおり、ディ
レクタ１０８は環境１００において任意であり、ビデオプロセッサ１０６、他のなんらか
のデバイスの動作、またはその他の手段で、ディレクタや他のエンティティの存在や動作
なしで、１つ以上の顕著点がビデオストリームに埋め込まれる実装が可能である。
【０１４３】
　図１に図示するように、ビデオプロセッサ１０６はオーディオビジュアルコンテンツを
ネットワーク１１０を介して送信する。実際の送信装置はビデオプロセッサエンティティ
とは異なるエンティティであってもよいが、これらのエンティティは動作可能に接続され
ているため、単一のビデオプロセッサ１０６として図示していることを理解されたい。送
信装置は、いくつかの実施形態において、例えばＨＴＴＰサーバ（ウェブサーバなど）で
あってもよい。ネットワーク１１０は、３６０°ビデオおよび関連する向き情報を、ビデ
オプロセッサ１０６などの１つ以上のデバイスから、仮想現実ヘッドセット１１４などの
視聴デバイスへと直接的および／または間接的に伝送するのに適切な任意のネットワーク
であってもよい。視聴デバイスは図１において単一の装置として図示されているが、視聴
デバイスは通常は動作可能に接続された複数のデバイスを含んでもよいことを理解された
い。例えば、仮想現実ヘッドセットは、ネットワーク１１０を介してオーディオビジュア
ルコンテンツを受信するコンピュータに接続されてもよい。別の例において、仮想現実ヘ
ッドセットはその表示デバイスとして、ヘッドセットに取り付けられてネットワーク１１
０を介してオーディオビジュアルコンテンツを受信するスマートフォンを用いる。いくつ
かの実装では、ネットワーク１１０は公衆インターネットを含むおよび／または組み込ん
でいる。
【０１４４】
　図１には、仮想現実ヘッドセット１１４などの視聴デバイスに関連付けられたユーザ１
１２も図示している。一般的に、仮想現実ヘッドセット１１４は、１つ以上の３６０°画
像データストリームなどの１つ以上のデータストリームを（対応する向き情報と共に）受
信し、ユーザ１１２に表示可能な可視画像をレンダリングすることができる。いくつかの
実装では、仮想現実ヘッドセット１１４は、ユーザ１１２が頭部を回した角度（度）など
の、ユーザ１１２に関する位置情報、およびユーザ１１２またはその頭部の動きに関する
他の情報を確認することもできる。図１ではユーザ１１２が仮想現実ヘッドセット１１４
を介して視聴コンテンツを見ているように描いているが、ユーザは、自身に対して伝送さ
れたビデオのすべてまたは一部を表示するように構成された任意の視聴システムを介して
コンテンツを視聴してもよい。例えば、ユーザは１つ以上のモニタ、モバイルデバイス、
および／またはその他の携帯型ディスプレイやデスクトップディスプレイを用いてコンテ
ンツを視聴してもよい。ディスプレイが、任意の一時点で３６０°コンテンツの一部を表
示するように構成されている場合、ユーザ１１２はそのコンテンツのどの部分を表示する
か制御できてもよい。例えば、ユーザ１１２は、例えばキーボード、ジョイスティック、
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マウス、またはその他に入力機器を用いて、あるいはスマートフォンなどの表示デバイス
を回転または旋回させることで、視聴方向を制御できてもよい。
【０１４５】
　一実施形態において、ユーザによるＶＲビデオクリップの視聴動作の統計が収集される
。例えば、あるプレーヤーは、視聴方向または視聴向き（例えば、クリップの再生開始時
の仮想現実ヘッドセット１１４の最初の向きに対するその向き）をクリップのメディア時
間の関数として、統計を収集するサーバに報告する。報告された視聴方向を収集すること
で、クリップのメディア時間の関数として、最も取りうる視聴方向（ＭＰＶＤ）が形成さ
れてもよい。ＭＰＶＤは、統計的にユーザに対して最もレンダリングされがちな方向また
は領域を標示すると理解されてもよい。ＭＰＶＤは、創作的な決定を支援するためのイン
プットとしてディレクタ１０８に提供されてもよい。あるいは、ＭＰＶＤは、ビデオスト
リーム内の特定の場所に埋め込まれる顕著点として、ビデオプロセッサ１０６によって用
いられてもよい。あるいは、ビデオプロセッサ１０６は、そのＭＰＶＤを再生デバイスの
意図された動作に関連付けられた標示とみなし、その再生デバイスの意図された動作を特
定し、その特定に応じて制御信号を生成させる。この制御信号は、再生デバイス上でのオ
ーディオビジュアルプレゼンテーションのレンダリング動作に関連付けられている。この
実施形態により、最初の一連のユーザの視聴動作によって顕著点の選択を支援または決定
できるようになり、後続のユーザの視聴体験が改善される。
【０１４６】
　オーディオビジュアルコンテンツの一部に関連付けられた初期観察設定、およびその初
期観察設定の一式の条件に少なくとも部分的に基づいて、ユーザの位置、およびコンテン
ツを視聴者にレンダリングする際にコンテンツクリエイタが行った創作的選択を考慮して
、オーディオビジュアルコンテンツをレンダリングできる。この点において、オーディオ
ビジュアルコンテンツの観察点および観察向きの選択は、図２に示す装置２００によって
制御できる。この装置は、カメラ１０２、メディアソース１０４、または図１に関連して
説明した、ビデオプロセッサ１０６、および／またはネットワーク１１０に組み込まれう
るまたはその他の手段で関連付けられうるデバイスなどの他の任意のデバイスのいずれか
によって、具体化してもよい。あるいは、装置２０は、そのようなデバイスの外部にある
別のコンピューティングデバイスによって具体化されてもよい。例えば、この装置は、パ
ーソナルコンピュータ、コンピュータワークステーション、サーバなどによって、または
、携帯端末（例えば、スマートフォン、タブレットコンピュータ、ビデオゲームプレーヤ
ー）などの様々なモバイルコンピューティングデバイスのいずれかによって具体化されて
もよい。あるいは、この装置は、仮想現実ヘッドセット１１４などのヘッドマウントディ
スプレイといった仮想現実システムによって具体化されてもよい。
【０１４７】
　装置２００が具体化される方法にかかわらず、一例示的実施形態の装置は、プロセッサ
２０２とメモリデバイス２０４、および任意でユーザインタフェース２０６および／また
は通信インタフェース２０８を備える、またはそれらと通信するように構成される。いく
つかの実施形態において、このプロセッサ（および／またはコプロセッサ、あるいはこの
プロセッサを支援する、またはその他の方法でそれに関連付けられた処理回路構成）は、
この装置のコンポーネント間で情報を渡すためのバスを介してメモリデバイスと通信して
もよい。メモリデバイスは非一時的であってもよく、例えば、１つ以上の揮発性および／
または不揮発性メモリを含んでもよい。換言すると、例えば、このメモリデバイスは、マ
シン（例えば、プロセッサなどのコンピューティングデバイス）によって取得されうるデ
ータ（例えば、ビット）を記憶するように構成されたゲートを備える電子記憶デバイス（
例えば、コンピュータ可読記憶媒体）であってもよい。このメモリデバイスは、この装置
が本発明の一例示的実施形態による様々な機能を実行できるようにするための情報、デー
タ、コンテンツ、アプリケーション、命令などを記憶するように構成されてもよい。例え
ば、このメモリデバイスは、プロセッサが処理する入力データをバッファするように構成
することができる。加えてまたは代わりに、このメモリデバイスはプロセッサが実行する
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命令を記憶するように構成することができる。
【０１４８】
　前述のように、装置２００はコンピューティングデバイスによって具体化されてもよい
。しかしながら、いくつかの実施形態では、この装置はチップまたはチップセットとして
具体化されてもよい。換言すると、この装置は構造アセンブリ（例えば、ベースボード）
上の材料、コンポーネント、および／またはワイヤを含む１つ以上の物理パッケージ（例
えば、チップ）を含んでもよい。この構造アセンブリは、物理的強度、サイズの維持、お
よび／またはそれに含まれるコンポーネント回路構成に対する電気的相互作用の制限を提
供してもよい。したがってこの装置は、場合によっては、本発明の実施形態を単一のチッ
プ上に実装、または単一の「システムオンチップ（system on a chip）」として実装する
ように構成されてもよい。したがって、場合によっては、チップまたはチップセットが、
前述の機能性を提供するための１つ以上の動作を実行する手段を構成してもよい。
【０１４９】
　プロセッサ２０２は多数の異なる方法で具体化することができる。例えば、このプロセ
ッサは、コプロセッサ、マイクロプロセッサ、コントローラ、デジタル信号プロセッサ（
Digital Signal Processor：ＤＳＰ）、ＤＳＰが付属するまたは付属しない処理要素など
の様々なハードウェア処理手段、あるいは、例えば、特定用途向け集積回路（Applicatio
n Specific Integrated Circuit：ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ
（Field-Programmable Gate Array：ＦＰＧＡ）、マイクロコントローラユニット（Micro
Controller Unit：ＭＣＵ）、ハードウェアアクセラレータ、専用コンピュータチップな
どの集積回路を含むその他様々な処理回路構成、の１つ以上として具体化されてもよい。
したがって、いくつかの実施形態において、このプロセッサは個別に動作するように構成
された１つ以上の処理コアを含んでもよい。マルチコアプロセッサにより、単一の物理パ
ッケージ内で多重処理を可能にしてもよい。加えてまたは代わりに、このプロセッサは、
命令、パイプライン処理、および／またはマルチスレッド処理を個別に実行できるように
、バスを介して連携するように構成された１つ以上のプロセッサを含んでもよい。
【０１５０】
　一例示的実施形態において、プロセッサ２０２は、メモリデバイス２０４に記憶されて
いる命令、または別の方法でプロセッサにアクセス可能な命令を実行するように構成され
てもよい。代わりにまたは加えて、プロセッサは、ハードコードされた機能を実行するよ
うに構成されてもよい。したがって、ハードウェアまたはソフトウェアの方法による構成
か、それらの組合せによる構成かにかかわらず、プロセッサは、本発明の一実施形態に従
って構成され、それよる動作を実行可能な（例えば、回路構成において物理的に具体化さ
れる）エンティティを表してもよい。したがって、例えば、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡなどとし
て具体化される場合、このプロセッサは、本明細書で説明する動作の実行専用に構成され
たハードウェアであってもよい。あるいは、別の例として、このプロセッサがソフトウェ
ア命令の実行部として具体化される場合、これらの命令が実行されると、本明細書で説明
したアルゴリズムおよび／または動作を実行するようにプロセッサが専用に構成されても
よい。ただし場合によっては、プロセッサは、本明細書で説明したアルゴリズムおよび／
または動作を実行するように命令によって当該プロセッサがさらに構成されることによっ
て、本発明の実施形態を用いるように構成された特定のデバイス（例えば、パススルーデ
ィスプレイまたは携帯端末）のプロセッサであってもよい。このプロセッサは、とりわけ
、プロセッサの動作を支援するように構成されたクロック、論理演算装置（Arithmetic L
ogic Unit：ＡＬＵ）、および論理ゲートを備えてもよい。
【０１５１】
　いくつかの実施形態において、装置２００は任意でユーザインタフェース２０６を備え
てもよく、ユーザインタフェース２０６はプロセッサ２０２と通信し、出力をユーザに提
供、およびいくつかの実施形態ではユーザ入力の標示を受信してもよい。したがって、ユ
ーザインタフェースはディスプレイを備えてもよく、いくつかの実施形態では、キーボー
ド、マウス、ジョイスティック、タッチスクリーン、タッチエリア、ソフトキー、マイク
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ロフォン、スピーカ、またはその他の入出力機構を備えてもよい。代わりにまたは加えて
、プロセッサは、ディスプレイなど、およびいくつかの実施形態ではスピーカ、リンガー
、マイクロフォンなどの、１つ以上のユーザインタフェース要素の少なくとも一部の機能
を制御するように構成される、ユーザインタフェース回路構成を備えてもよい。プロセッ
サ、および／またはプロセッサを含むユーザインタフェース回構成路は、プロセッサにア
クセス可能なメモリ（例えば、メモリデバイス２０４など）に記憶されたコンピュータプ
ログラム命令（例えば、ソフトウェアおよび／またはファームウェア）を介して、１つ以
上のユーザインタフェース要素の１つ以上の機能を制御するように構成されてもよい。
【０１５２】
　装置２００は、任意で通信インタフェース２０８を備えてもよい。この通信インタフェ
ースは、ネットワークと、および／または装置と通信する他の任意のデバイスまたはモジ
ュールとデータを送受信するように構成された、ハードウェア、またはハードウェアとソ
フトウェアの組合せのいずれかとして具体化される、デバイスや回路構成などの任意の手
段であってもよい。この点において、通信インタフェースは、例えば、無線通信ネットワ
ークとの通信を可能にする、アンテナ（単数または複数）と支援ハードウェアおよび／ま
たはソフトウェアを含んでもよい。加えてまたは代わりに、通信インタフェースは、アン
テナ（単数または複数）を介して信号を伝送するため、またはアンテナ（単数または複数
）を介した信号の受信を処理するために、アンテナ（単数または複数）と相互作用する回
路構成を備えてもよい。いくつかの環境では、通信インタフェースは、代わりにまたはさ
らに有線通信に対応する。したがって、例えば通信インタフェースは、通信モデム、およ
び／または、ケーブル、デジタル加入者回線（Digital Subscriber Line：ＤＳＬ）、ユ
ニバーサルシリアルバス（Universal Serial Bus：ＵＳＢ）、またはその他の機構を介し
て通信を支援するその他のハードウェア／ソフトウェアを含んでもよい。
【０１５３】
　図３は、本発明の一実施形態の例示的実装を示しうるビデオプレゼンテーション３００
を描いている。図３に示すように、ビデオプレゼンテーション３００は２つの異なるシー
ン３１６および３１８からのコンテンツを結合して形成されるＶＲビデオプレゼンテーシ
ョンである。１つのシーン内の複数のピクチャは、通常は同様のコンテンツを有し、一般
的に同じカメラによって連続的に撮影される。２つの異なるシーンのピクチャは、一般的
に２つの異なるカメラで撮影されるか、同じカメラで時間的に不連続的に撮影される。図
３に示すように、ビデオプレゼンテーション３００内にシーンカット３２０がある。例示
的ビデオプレゼンテーション３００に示すように、ビデオプレゼンテーション３００は、
伝送のために（サブ）セグメント３０２～３１４に分割されている。ただし、実施形態は
セグメント化されていないファイルにも同様に当てはまる。図３に示す例では、各（サブ
）セグメント３０２～３１４はランダムアクセスポイント（ＤＡＳＨおよびＩＳＯＢＭＦ
ＦのＳＡＰなど）によって開始される。各ＳＡＰでは、連続再生時、および各（サブ）セ
グメント３０２～３１４へのランダムアクセス時の意図されるプレーヤー動作の標示と共
に、初期観察設定が（例えば、ファイルまたは転送エンキャプスレータによって）標示さ
れる。
【０１５４】
　図３に示すように、最初の４つの（サブ）セグメント３０２、３０４、３０６、および
３０８は、同じシーンまたはカメラからのものである。これらの（サブ）セグメント３０
２～３０８に対し、例えば、初期観察設定はランダムアクセス時に条件付きで適用され、
連続再生時には適用されないことが標示されてもよい。このような標示により以下のよう
な結果となる。
【０１５５】
　（１）以前に他の（サブ）セグメントが処理されておらず、４つの（サブ）セグメント
３０２～３０８のいずれかから処理が開始される場合、その初期観察設定がレンダリング
の開始時に用いられる。換言すると、再生開始時のヘッドマウントディスプレイの向きに
関係なく初期観察設定が用いられる。（２）４つの（サブ）セグメント３０２～３０８が
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、観察設定がリセットされない範囲内にあることが標示されてもよい。このような標示は
一般的に、例えば、固定カメラによって撮影されたコンテンツに適切である。これら４つ
の（サブ）セグメント３０２～３０８のうち１つ目の（サブ）セグメントが以前に処理さ
れて少なくとも部分的に表示され、その後２つ目の（サブ）セグメントがランダムアクセ
スされて表示された場合、２つ目の（サブ）セグメントの初期観察設定は用いられず、１
つ目の（サブ）セグメントの初期観察設定によるヘッドマウントディスプレイの向きがレ
ンダリングに用いられる。
【０１５６】
　図３に示すように、５つ目の（サブ）セグメント３１０は、それより前の（サブ）セグ
メント３０２～３０８とは異なるシーンまたはカメラからのビデオコンテンツを含んでい
る。５つ目の（サブ）セグメント３１０の初期観察設定は、連続再生とランダムアクセス
時の両方に無条件に適用される。換言すると、５つ目の（サブ）セグメント３１０が連続
再生時に（つまり、例えば４つ目の（サブ）セグメント３０８の処理が完了した後に）ア
クセスされたか、ランダムアクセス後にアクセスされたかに関係なく、視聴者には常に同
じ観察向きのコンテンツが表示される。
【０１５７】
　図３に示すように、６つ目の（サブ）セグメント３１２および７つ目の（サブ）セグメ
ント３１４は、５つ目の（サブ）セグメント３１０と同じシーンまたはカメラからのもの
である。６つ目の（サブ）セグメント３１２および７つ目の（サブ）セグメント３１４に
対し、例えば、初期観察設定はランダムアクセス時に無条件で適用され、連続再生時には
適用されないことが標示されてもよい。そのような標示は一般的に、以下のようなコンテ
ンツに適切である。例えば、カメラが動いているため、例えばシーク後に関心領域を見失
う場合があるので、コンテンツクリエイタの意見では、以前の（サブ）セグメントの初期
観察設定による観察向きを維持することが望ましくないコンテンツである。
【０１５８】
　いくつかの例において、グローバル向きオフセット（単数または複数）は初期観察向き
情報内に含まれているため、要求するアダプテーションセット、リプレゼンテーション、
またはサブリプレゼンテーションを選択する際に別途考慮する必要はない。いくつかの例
において、グローバル向きオフセット（単数または複数）は初期観察向き情報とは個別で
あるため、要求するアダプテーションセット、リプレゼンテーション、またはサブリプレ
ゼンテーションを選択する際に一緒に考慮する必要がある。
【０１５９】
　いくつかの例示的実装では、リセット範囲または維持範囲、あるいはその両方も想定す
る。そのようないくつかの例示的実装では、コンテンツクリエイタは、ユーザが、例えば
（１）常に特定の関心領域を見ること、および（２）頭部の動きに正確に従い空間的およ
び時間的に連続した体験を得ること、を望むことがある。ユーザが関心領域がある場所と
は完全に反対の向きを見る場合など、状況によってはこれら２つの目的は矛盾することが
ある。両方の機能を得るために、初期観察設定にリセット条件および／または維持条件を
加えてもよい。リセット範囲は、現在の視聴方向がその中にある場合に観察設定をリセッ
トさせる一連のビューポートとして定義されてもよい。維持範囲は、現在の視聴方向がそ
の中にある場合に、観察設定をリセットせずに現在の視聴方向を維持する一連のビューポ
ートとして定義される。
【０１６０】
　そのような一例示的実装において、維持範囲および／またはリセット範囲は、角度幅ま
たは角度高さを参照して標示または解析される。例えば、維持条件は、例えば関心領域の
水平視野および垂直視野を含んでもよい。レンダリングされたビューポートが（初期観察
向き、および関心領域の水平ＦＯＶと垂直ＦＯＶで標示される）関心領域全体をカバーす
る場合、観察設定はリセットされない。そうでない場合、観察設定は、ヘッドマウントデ
ィスプレイの以前の向き（例えば、現在の観察設定など）を考慮せずにリセットされる。
別の例示的実装において、維持範囲および／またはリセット範囲は、特定の投影および特
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定のマッピングの２Ｄ画像平面内の２次元領域（例えば矩形）を参照して標示または解析
される。
【０１６１】
　いくつかの例示的実装は、観察点が複数ある状況を想定する、および／またはその状況
で生じる。そのような一部の状況では、ＶＲコンテンツが複数のカメラで作成され、同じ
コンテンツに複数の代替の観察点が提供される。例えば、コンテンツは、ステージ上の１
つまたは複数の固定ＶＲカメラ、ステージ上でカメラマンが持っている１つ以上のＶＲカ
メラ、および／または移動可能なクレーン上に取り付けられた１つ以上のＶＲカメラによ
って撮影されてもよい。初期観察設定は、レンダリングに用いる初期観察点の選択を含ん
でもよい。ユーザが、コンテンツを視聴する際にある観察点から別の観察点へと切り替え
ることができるようにしてもよい。場合によっては、例えばカメラリグを用いた場合など
、観察点同士が互いに近くてもよい。一実施形態では、観察点の維持範囲またはリセット
範囲が標示または解析される。例えば、特定の隣接した観察点間で切り替える場合、初期
観察設定を適用しないことが標示されてもよい（すなわち、観察点の維持範囲が標示され
る）。ＤＡＳＨに関連する実装では、観察点は、例えばＤＡＳＨ仕様ですでに定義されて
いるViewpointプロパティ記述子によって識別されてもよい。ＶＲ観察点標示がViewpoint
プロパティ記述子またはその他のプロパティ記述子と共に用いられるように、@schemeIdU
riの特定の値を定義してもよい。@valueを用いて観察点の識別子を指定してもよい。
【０１６２】
　いくつかの例示的実装では、再生モード条件も想定する。再生モード条件は、例えば標
準において事前に定義しても、例えばビデオプロセッサ１０６によってビデオストリーム
内、またはビデオストリームの記述内で標示してもよい。再生モード条件は、初期観察設
定が適用される再生モード、および／または初期観察設定が適用されない再生モードを標
示してもよい。再生モードは、連続再生、連続再生を開始するためのシークまたはランダ
ムアクセス、例えばイントラ符号化ピクチャのみが再生される早送り再生、例えばイント
ラ符号化ピクチャのみが再生される早戻し再生、などを含む場合があるがこれらに限定さ
れない。再生モード条件により、観察設定は連続再生開始のためのシーク時にリセットさ
れるが、早送りまたは早戻し時はリセットされないこと、またはその逆をコンテンツ作成
者が標示できてもよい。
【０１６３】
　いくつかの例示的実装では、追加のシグナリング選択肢も想定する。そのような一例示
的実装において、ユーザ主導の選択的レンダリングを意図した時限オーディオビジュアル
コンテンツの提供の手法は、ある構文構造内で初期観察設定を標示することと、ランダム
アクセス時に初期観察設定が無条件で適用されるかどうかをその構文構造内に標示するこ
とと、を特徴としてもよい。別の例示的実装において、ユーザ主導の選択的レンダリング
を意図したオーディオビジュアルコンテンツへのアクセスの手法は、ある構文構造から初
期観察設定を解析することと、ランダムアクセス時に初期観察設定が無条件で適用される
かどうかをその構文構造から解析することと、を特徴としてもよい。さらに別の例示的実
装において、構文構造は、ＳＭＩＬやＨＴＭＬ５、またはそれらに含まれるプレゼンテー
ション情報（例えばカスケードスタイルシート）などの、プレゼンテーションレイヤに含
まれても、またはそこから解析されてもよい。一実施形態では、構文構造はＨＴＭＬ５な
どのマークアップ言語の要素である。別の例示的実装では、構文構造は、ＤＡＳＨ　ＭＰ
ＤやＳＤＰ（Session Description Protocol）などのプレゼンテーション記述やストリー
ミングマニフェストに含まれても、そこから解析されてもよい。
【０１６４】
　ＤＡＳＨに関連する別の例示的実装では、構文構造はイベントであってもよい。イベン
トおよびそのイベントを含むEventStream要素を、例えば以下のように用いてもよい。
【０１６５】
　観察設定識別子はEvent@idである。
【０１６６】
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　Event@messageDataは、連続再生時に初期観察設定を適用しないか、無条件で適用する
か、条件付きで適用するかの標示、ランダムアクセス時に初期観察設定を適用しないか、
無条件で適用するか、条件付きで適用するかの標示、初期観察点の標示、および／または
初期観察向きの標示、の１つ以上を含む。
【０１６７】
　EventStream@schemeIdUri内の特定のＵＲＩによって、含まれるイベントが初期観察設
定に関する情報を提供することを識別する。
【０１６８】
　そのような一例示的実装では、EventStream@valueによって、含まれるイベントに関係
する観察点を識別してもよい。別の例示的実装では、EventStream@valueによって、含ま
れるイベントに関係するアダプテーションセット、リプレゼンテーション、またはサブリ
プレゼンテーションを識別してもよい。
【０１６９】
　別の例示的実装において、構文構造は、コンテナファイル、セグメント、またはサブセ
グメントに含まれる、またはそれから解析される。コンテナファイル、セグメント、また
はサブセグメントがＩＳＯＢＭＦＦに準拠している場合、以下のような実施形態が可能で
ある。すなわち構文構造は、インバンドイベントであってもよく、ＩＳＯＢＭＦＦの時限
メタデータトラックのサンプルであってもよく、ＩＳＯＢＭＦＦのサンプルグループ記述
エントリであってもよく、および／またはサンプルエントリ内のボックスであってもよい
。
【０１７０】
　別の例示的実装において、構文構造はメディアビットストリーム内にインバンドで含ま
れてもよい。例えば、構文構造は、ビデオビットストリーム内のＳＥＩメッセージであっ
ても、オーディオビットストリーム内の補助データユニットであってもよい。Ｈ．２６４
／ＡＶＣやＨ．２６５／ＨＥＶＣなどの多くのビデオ符号化標準では、ビデオビットスト
リーム内に付加拡張情報（Supplemental Enhancement Information：ＳＥＩ）を含めるこ
とを可能にしている。ＳＥＩは、Ｈ．２６４／ＡＶＣおよびＨ．２６５／ＨＥＶＣのＳＥ
Ｉ　ＮＡＬユニットなどの、特定のデータ構造にカプセル化されてもよい。このデータ構
造は１つ以上のＳＥＩメッセージを含んでもよい。ＳＥＩメッセージは出力ピクチャの復
号には必要ないが、ピクチャ出力タイミング、レンダリング、エラー検出、エラー隠蔽、
リソース予約などの関連プロセスを支援することができる。いくつかのＳＥＩメッセージ
はＨ．２６４／ＡＶＣおよびＨＥＶＣで規定されており、ユーザデータＳＥＩメッセージ
によって、組織や企業は独自の用途にＳＥＩメッセージを指定することができる。Ｈ．２
６４／ＡＶＣおよびＨＥＶＣは、規定されたＳＥＩメッセージの構文と意味を含んでいる
が、受領者においてそれらのメッセージを処理するプロセスについては定義されていない
。したがって、エンコーダはＳＥＩメッセージを作成する際にＨ．２６４／ＡＶＣ標準ま
たはＨＥＶＣ標準に従う必要があり、それぞれ対応するＨ．２６４／ＡＶＣ標準またはＨ
ＥＶＣ標準に準拠しているデコーダは、出力順を順守するためにＳＥＩメッセージを処理
する必要はない。Ｈ．２６４／ＡＶＣおよびＨＥＶＣにＳＥＩメッセージの構文と意味が
含まれている理由の１つは、異なるシステム仕様において付加情報を同様に解釈し、それ
によって相互作用できるようにするためである。システム仕様において、符号化側と復号
側の両方で特定のＳＥＩメッセージを用いるように求めることができ、さらに、受領者に
おいて特定のＳＥＩメッセージを処理するためのプロセスを指定できるようにすることを
意図している。
【０１７１】
　いくつかの例示的実装は、ＤＡＳＨクライアント動作の状況を想定する、および／また
はその状況で生じる。そのような一例示的実装では、シグナリングが前述のイベントスト
リームの手法によって実行されると想定されるが、この説明は他のシグナリングの選択肢
にも同様に当てはまる。まず、ＤＡＳＨクライアントは、ＭＰＤから、初期観察設定用の
イベントストリームが使用可能であることを解析する。そのようなイベントストリームが
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使用可能でない場合、ＤＡＳＨクライアントは以下の処理を行うことができない。
【０１７２】
　ＤＡＳＨクライアントは、次に、再生が開始される１つ目の（サブ）セグメントに一致
またはそれをカバーするイベントを解析してもよい。そのイベントは、初期観察点（ＭＰ
Ｄが複数の観察点に対するコンテンツを宣言している場合）および初期観察向きの標示を
含む。初期観察点がイベントに含まれている場合、クライアントは、初期観察点に一致す
るアダプテーションセットを選択する。これには、例えば、観察点を標示する@schemeIdU
riと、イベントに含まれている初期観察点識別子に等しい@valueとを有するViewpointプ
ロパティ記述子を含むのはどのアダプテーションセットかを調べる。初期観察向きがイベ
ントに含まれている場合、ＤＡＳＨクライアントは、その向きを含むアダプテーションセ
ット、リプレゼンテーション、またはサブリプレゼンテーションを選択する。これには、
例えば、（参照によって本明細書に組み込まれるＭＰＥＧ　Ｍ３８６１３に記載されてい
るような）ＶＲプロパティ記述子に標示されているビューポート（単数または複数）がそ
の初期観察向きをカバーするかを調べる。その初期観察向きに一致するアダプテーション
セット、リプレゼンテーション、またはサブリプレゼンテーションを特定する際に、適用
可能なグローバル向きオフセット（単数または複数）、および投影構造または投影された
フレームの向きを前述のように考慮してもよい。初期観察向きをカバーするアダプテーシ
ョンセットが複数ある場合、ＤＡＳＨクライアントは、例えば、初期観察向きを（例えば
、ＶＲプロパティ記述子のquality_ranking値で標示される）最高品質で含むアダプテー
ションセット、および／またはアダプテーションセットがカバーするビューポート内で初
期観察向きが最も中央にあるアダプテーションセットを選択してもよい。初期観察向きを
カバーするアダプテーションセット内にリプレゼンテーションまたはサブリプレゼンテー
ションが複数ある場合、ＤＡＳＨクライアントは、例えば、初期観察向きを（例えば、Ｖ
Ｒプロパティ記述子のquality_ranking値で標示される）最高品質でカバーするビューポ
ートがあるリプレゼンテーションまたはサブリプレゼンテーションを選択してもよい。ア
ダプテーションセット、およびそのアダプテーションセットからリプレゼンテーションま
たはサブリプレゼンテーションを選択した後、クライアントはそのリプレゼンテーション
またはサブリプレゼンテーションから１つ目の（サブ）セグメントを要求してもよい。
【０１７３】
　連続再生中、ＤＡＳＨクライアントは初期観察設定についてイベントストリーム内のイ
ベントを解析してもよい。連続再生に適用されるイベントのプレゼンテーション時間が一
致した場合、クライアントはイベントを適用するかどうかを決定する。無条件で適用され
るイベントは、現在の観察設定を（イベントに含まれる）初期観察設定と等しくなるよう
にリセットする。条件付きで適用されるイベントの場合、それらの条件が処理され、条件
が満たされた場合、クライアントは現在の観察設定を（イベントに含まれる）初期観察設
定と等しくなるようにリセットする。そのようなリセットの後、それに従って後続の（サ
ブ）セグメントが要求され、クライアントはそのコンテンツのレンダリングにもこの初期
観察設定を用いる。それ以外の場合（現在の観察点がリセットされない場合）、クライア
ントは現在の観察点を続けて用いる。
【０１７４】
　ＤＡＳＨクライアントは、ユーザにシークまたはランダムアクセスの機能を提供しても
よい。シークの後、クライアントは、前述と同様に動作してもよいが、加えて、ランダム
アクセス時に条件付きで適用される初期観察設定の処理について考慮してもよい。ＤＡＳ
Ｈクライアントは、初期観察設定を適用する条件の標示を処理してもよい。このために、
ＤＡＳＨクライアントは、例えばヘッドマウントディスプレイから現在の視聴向きを取得
してもよい。条件が満たされるか、またはランダムアクセス時に初期観察点が無条件で適
用される場合、クライアントは現在の観察設定を初期観察設定と等しくなるようにリセッ
トし、それに従って（サブ）セグメントを要求する。クライアントは、そのコンテンツの
レンダリングにもこの初期観察設定を用いる。条件が満たされない場合、クライアントは
現在の観察設定を続けて用いる。ＭＰＤから（例えば、前述の１つ以上の記述子から）の
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投影およびマッピングメタデータを解析することで、ＤＡＳＨクライアントは、最高品質
、かつ現行の推定ネットワークスループットで対応可能なビットレートで現在の視聴向き
をカバーするアダプテーションセットおよびリプレゼンテーションを判断する。これに従
って、ＤＡＳＨクライアントは（サブ）セグメント要求を発行する。
【０１７５】
　一例示的実装において、クライアントは、初期観察設定に関連付けられた標示を、それ
らが適用されるメディアデータより前に受信して解析する。例えば、ＤＡＳＨクライアン
トは、対応する（サブ）セグメントへの要求を発行する前に、イベントストリームを受信
して解析することができる。クライアントは、少なくとも、連続再生時に無条件で適用さ
れる初期観察設定の標示はどれかを解析する。クライアントは、連続再生時に無条件で適
用される初期観察設定表示に基づいて、次に発行される可能性のある（サブ）セグメント
要求を判断する。クライアントは、可能性のある（サブ）セグメント要求を特定する際に
、現行の推定ネットワークスループットおよびその他の側面（ディスプレイの視野など）
も考慮してもよい。
【０１７６】
　一例示的実装において、可能性のある後続の（サブ）セグメント要求は、ＵＲＬとして
、および場合によってはバイト範囲（単数または複数）として標示される。当該ＵＲＬお
よび関連付けられたバイト範囲（単数または複数）へのＨＴＴＰ　ＧＥＴリクエストによ
り、可能性のある後続の（サブ）セグメント要求に変換される。
【０１７７】
　一例示的実装において、前述のような通知はＤＡＳＨ　ＳＡＮＤメッセージによって行
われる。一実施形態において、前述のＵＲＬ、および場合によってはバイト範囲（単数ま
たは複数）を伝達するために、ＳＡＮＤのAnticipatedRequestsメッセージが用いられる
。
【０１７８】
　一実施形態において、前述のような通知はＨＴＴＰヘッダを用いて行われる。このＨＴ
ＴＰヘッダは、例えばＧＥＴリクエストの一部として含めることができる。一実施形態に
おいて、このＨＴＴＰヘッダはＤＡＳＨ　ＳＡＮＤの仕様に準拠する。
【０１７９】
　前述のように、いくつかの例示的実装において、ビデオプロセッサ１０６は顕著点を標
示する情報を、当該ビデオストリームに、または当該ビデオストリームに関連付けられた
別のストリーム（または、ＭＰＤなどのシグナリング構造）に埋め込む。
【０１８０】
　一例示的実装において、顕著点を標示する情報は、ストリーミングの初期化時およびラ
ンダムアクセス時に、様々な実施形態における初期観察設定として解釈される。
【０１８１】
　一実施形態において、顕著点情報は、時間的および空間的に正確であると理解されうる
復号コンテンツ内の顕著点そのものではなく、要求される可能性のある（サブ）セグメン
トを標示する。
【０１８２】
　一例示的実装による方法は、顕著点を含む（サブ）セグメントを標示する情報を受信す
ることと、当該（サブ）セグメントの要求を示す信号を生成させることと、当該信号を伝
送することと、を含む。
【０１８３】
　一例示的実装において、顕著点情報は、（サブ）セグメント単位の時間の関数として生
成される。換言すると、顕著点情報は、重複しない各（サブ）セグメント持続時間におい
て、クライアントによって要求される可能性のある（サブ）セグメントを標示する。一実
施形態において、（サブ）セグメント単位の顕著点情報は、それぞれがクライアントによ
って要求される可能性のある（サブ）セグメントを標示するＵＲＬのシーケンスとして標
示される。一実施形態において、（サブ）セグメント単位の顕著点情報は、ＵＲＬテンプ
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レートを参照して、ならびにクライアントによって要求される可能性のある複数の（サブ
）セグメントのＵＲＬを取得するためにＵＲＬテンプレートに挿入される属性値のリスト
および／または範囲を参照して、標示される。一実施形態において、（サブ）セグメント
単位の顕著点情報は、ＭＰＤなどを参照して、ならびに（例えば、ＤＡＳＨの）階層デー
タモデルに従うまたはそれと同様の、事前定義されたまたは標示された識別子階層の識別
子値のリストまたは範囲を参照して、標示される。例えば、ピリオド識別子のリストが標
示されてもよく、ピリオドごとに、アダプテーションセット識別子のリストが標示されて
もよく、アダプテーションセットごとに、リプレゼンテーション識別子、および（例えば
、セグメントタイムラインにおける）プレゼンテーション時間またはセグメント番号とし
てのそれらの有効期間が標示されてもよい。
【０１８４】
　一例示的実装において、（サブ）セグメント単位の顕著点情報は、例えばヨー、ピッチ
、およびロールとして、可能性のある視聴方向または視聴向きを標示することによって標
示される。一実施形態において、可能性のある視聴方向または視聴向きは、グローバル向
きオフセット（単数または複数）を含む。したがって、クライアントは、可能性のある視
聴方向または視聴向きをカバーするアダプテーションセット、リプレゼンテーション、ま
たはサブリプレゼンテーションはどれかを判断する前にグローバル向きオフセット（単数
または複数）をフェッチする必要はない。一例示的実装において、可能性のある視聴方向
または視聴向きは、グローバル向きオフセット（単数または複数）を含まない。したがっ
て、クライアントは、可能性のある視聴方向または視聴向きをカバーするアダプテーショ
ンセット、リプレゼンテーション、またはサブリプレゼンテーションはどれかを判断する
前にグローバル向きオフセット（単数または複数）をフェッチし、基本的に、可能性のあ
る視聴方向または視聴向きをカバーするアダプテーションセット、リプレゼンテーション
、またはサブリプレゼンテーションはどれかを判断する際に、グローバル向きオフセット
（単数または複数）と、可能性のある視聴方向および視聴向きとの合計を考慮する。可能
性のある視聴方向または視聴向きの標示は、以下の意味を有するものとして理解すること
ができる。すなわち、可能性のある視聴方向または視聴向きをカバーし、その可能性のあ
る視聴方向または視聴向きに対して比較的高い品質を表示する品質ランキングを有するア
ダプテーションセット、リプレゼンテーション、またはサブリプレゼンテーションが、ク
ライアントによって要求される可能性がある、という意味である。カバーされた視聴方向
または視聴向き、および当該品質ランキングは、前述のように、例えば仮想現実ビデオ記
述子（ＶＲＤ）および／または空間関係記述子（ＳＲＤ）によって標示されてもよい。
【０１８５】
　一例示的実装において、顕著点情報は、例えばDASHEventMessageBoxなどのイベントを
用いてビデオストリーム内に標示される。これらのイベントは、（サブ）セグメントの先
頭で、その（サブ）セグメントの任意の「moof」ボックスの前に指定することができる。
【０１８６】
　一例示的実装において、顕著点情報は、ＭＰＤなどにおいてイベントストリームなどと
して標示される。いくつかの実施形態において、イベントのプレゼンテーション時間（@p
resentationTime）および持続時間（@duration）は、（サブ）セグメント境界に一致する
ように選択される。メッセージデータ（@messageData）は、クライアントによって要求さ
れる可能性のある（サブ）セグメントを標示する構造を含んでもよい。この構造に関する
様々な選択肢は上述のとおりである。
【０１８７】
　一例示的実装において、クライアントは、例えば、ＤＡＳＨ　ＭＰＤのEventStream要
素などの前述の手段の１つによって、顕著点情報を受信する。クライアントは、前述のよ
うな顕著点情報に基づいて、次に発行される可能性のある（サブ）セグメント要求を判断
する。クライアントは、プロキシキャッシュなどのネットワーク要素に、可能性のある後
続の（サブ）セグメント要求について通知する
【０１８８】
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　一例示的実装において、クライアントは（サブ）セグメント単位の顕著点情報を受信す
る。
【０１８９】
　一例示的実装において、可能性のある後続の（サブ）セグメント要求は、ＵＲＬとして
、および場合によってはバイト範囲（単数または複数）として標示される。当該ＵＲＬお
よび関連付けられたバイト範囲（単数または複数）へのＨＴＴＰ　ＧＥＴリクエストによ
り、可能性のある後続の（サブ）セグメント要求に変換される。
【０１９０】
　一例示的実装において、前述のような通知はＤＡＳＨ　ＳＡＮＤメッセージによって行
われる。一実施形態において、前述のＵＲＬ、および場合によってはバイト範囲（単数ま
たは複数）を伝達するために、ＳＡＮＤのAnticipatedRequestsメッセージが用いられる
。
【０１９１】
　一例示的実装において、前述のような通知はＨＴＴＰヘッダを用いて行われる。このＨ
ＴＴＰヘッダは、例えばＧＥＴリクエストの一部として含めることができる。一実施形態
において、このＨＴＴＰヘッダはＤＡＳＨ　ＳＡＮＤの仕様に準拠する。
【０１９２】
　一例示的実装において、プロキシキャッシュやエッジサーバなどのネットワーク要素は
、例えば前述の手段の１つによって顕著点情報を受信する。ネットワーク要素は、前述の
ような顕著点情報に基づいて、次に発行される可能性のある（サブ）セグメント要求を判
断する。ネットワーク要素はその（サブ）セグメントをプリフェッチする。したがって、
クライアントがこれらの（サブ）セグメントに対する要求を発行するとき、これらの（サ
ブ）セグメントはネットワーク要素内ですぐに利用可能であるため、要求に対してより高
速な応答が得られる。
【０１９３】
　一例示的実装において、プロキシキャッシュやエッジサーバなどのネットワーク要素は
、例えばクライアントから、可能性のある後続の（サブ）セグメントに関する情報を受信
する。ネットワーク要素はその（サブ）セグメントをプリフェッチする。したがって、ク
ライアントがこれらの（サブ）セグメントに対する要求を発行するとき、これらの（サブ
）セグメントはネットワーク要素内ですぐに利用可能であるため、要求に対してより高速
な応答が得られる。
【０１９４】
　一例示的実装において、グローバル向きオフセット情報は、（サブ）セグメント単位の
時間の関数として生成される。グローバル向きオフセットは（サブ）セグメントから導出
されてもよいため、（サブ）セグメント単位のグローバル向きオフセット情報は、その（
サブ）セグメント内のグローバル向きオフセットの変動をカバーするグローバル向きオフ
セットの範囲を標示してもよい。一実施形態において、（サブ）セグメント単位のグロー
バル向きオフセット情報は、インバンドのイベントストリームとしての、またはＭＰＤ内
の、ＤＡＳＨイベントに含まれる。
【０１９５】
　図４は、仮想現実環境内のオーディオビジュアルコンテンツの向きの変更に関連する技
術的課題に対処するために、本明細書で説明する解決策をいかに用いることができるかを
示す別の図である。図４に示すように、オーディオビジュアルコンテンツ４００は８つの
ビュー４０２～４１６を含んでいる。これらのビューは、３６０度の視野を表現するため
に用いることができ、ＮｏｋｉａのＯＺＯカメラシステムやその他の複数カメラシステム
などによって撮影されている。図４に示す例示的実装において、ＭＰＶＤは、ビュー４０
２～４１６に含まれるコンテンツに関して常に既知であり、点４１８、４２０、４２２、
４２４、および４２６で示されている。視聴者がＭＰＶＤからずれて（または、ＭＰＶＤ
に合わせるような物理的移動が困難および／または不快となるように）配向および／また
は配置される可能性を低減するために、ビュー４０２～４１６は、特定のカメラビューに
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対してＭＰＶＤが最も中心に配置されているビュー（単数または複数）が視聴者の正面に
提示されるように視聴者に対してレンダリングされてもよい。例えば、図４に示すように
、ＭＰＶＤ点４２４および４２６は、それらの対応するビュー４１０および４１２の中心
に比較的近い。囲み４２８よって示すように、ビュー４１０および４１２が、視聴者の正
面に提示されるように選択されレンダリングされる。これにより、視聴者の位置または向
きによって通常は別のビュー（単数または複数）がその視聴者の正面に提示される場合で
も、その視聴者にＭＰＶＤが提示される。残りのビュー４０２、４０４、４０６、４０８
、４１４、および４１６も、視聴者の正面になるように移動するビュー４１０および４１
２に関連付けられたシフトを考慮してレンダリングすることができる。
【０１９６】
　図５は、仮想現実環境内のオーディオビジュアルコンテンツの向きの変更に関連する技
術的課題に対処するために、本明細書で説明する解決策をいかに用いることができるかを
示す別の図である。図４からのオーディオビジュアルコンテンツ４００を、ビュー４０２
～４１６およびＭＰＶＤ点４１８～４２６を含めて図５に示している。図４では、ＭＰＶ
Ｄ点から対応するビューの中心までの距離を用いて、どのビュー（単数または複数）を視
聴者の正面に提示するかを確認するのに対し、図５では、ビューのスケーラブル符号化を
想定する実装を示している。１つのビュー内の複数のレイヤによって、そのビュー内の異
なるビューポートをカバーしてもよい。図５は、１つのビューの複数のレイヤに対するビ
ューポートが、向きは同じであるが範囲が増大する視野を有する場合を描いている。しか
しながら、別のレイヤ状符号化構成も可能であり、例えば、複数のレイヤが部分的に重複
し、向きも異なるが、ビュー内の視野は同じである構成を含むが、これに制限されない。
図５では、レイヤによってビューの中心の近接領域が定義される。図５に示すように、レ
イヤ４０２'および４０２''がビュー４０２内にマークされている。ここで、その他のビ
ュー４０４～４１６内にもそれぞれ対応するレイヤが示されていることを理解されたい。
図５に示す例示的実装では、特定のビューの中心からＭＰＶＤ点までの絶対距離を計算す
る必要はない。ＭＰＶＤ点が含まれうる特定のレイヤに基づいて、ビューをソートおよび
選択することができる。図５に示すように、ＭＰＶＤ点４２４および４２６は両方とも、
それぞれビュー４１０および４１２内の最も内側のレイヤ内に配置されており、他のＭＰ
ＶＤ点は、それぞれ対応するビューの外側のレイヤ内に少なくとも部分的に配置されてい
るように示されている。したがって、囲み４２８によって示すように、ビュー４１０およ
び４１２を視聴者の真正面に提示するように選択してレンダリングすることができる。
【０１９７】
　図４および図５に示す例示的実装は、立体視ビューの状況において、ならびに、ＭＰＶ
Ｄに存在するコンテンツが、視聴者（または、ユーザが用いる視聴デバイス）の位置およ
び／または向きに関係なく、可能なかぎり頻繁にユーザの正面に提示されるようにレンダ
リングされる状況において、特に有効でありうる。図４および図５に関して本明細書で説
明する例では、特定のストリーム内に存在する任意のビュー候補を選択することを想定し
ているが、視聴者に提示されるビューの選択には追加の制約が課せられる場合があること
を理解されたい。例えば、ビューの選択は、コンテンツの開始時のヘッドマウントディス
プレイの方向に少なくとも部分的に依存しうる。例えば、ヘッドマウントディスプレイが
上を向いている場合、選択されるビュー候補の集合は、（垂直軸の観点から）上方のビュ
ーに制限されうる。同様に、ディスプレイが、選択可能なビューの（垂直軸の観点から）
中央に概して向けられている場合、選択されるビュー候補の集合は、同様の垂直位置に沿
って存在するビューに制限されうる。
【０１９８】
　ここで図６Ａを参照すると、本発明の一例示的実施形態による、図２の装置２００によ
って実行される動作が、例示的プロセスフロー６００として示されている。この点におい
て、この装置は、オーディオビジュアルプレゼンテーションの伝送単位のセットにおける
初期観察設定に関連付けられた標示を受信し、再生デバイスの意図された動作に関連付け
られた標示を受信し、その再生デバイスの意図された動作を特定し、その特定に応じて制
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御信号を生成させるための、プロセッサ２０２、メモリ２０４、通信インタフェース２０
８などの手段を備えている。この制御信号は、再生デバイス上でのオーディオビジュアル
プレゼンテーションのレンダリング動作に関連付けられている。このように、この装置は
一般的に、本明細書において説明あるいは想定しているオーディオビジュアルコンテンツ
の制御された観察および向きの選択を有効にすることができる。
【０１９９】
　この装置は、オーディオビジュアルプレゼンテーションの伝送単位のセットにおける初
期観察設定に関連付けられた標示を受信するための、プロセッサ２０２、メモリ２０４、
通信インタフェース２０８などの手段を備えている。図６Ａを参照すると、プロセスフロ
ー６００はブロック６０２において、初期観察設定に関連付けられた標示の受信を開始す
る。プロセスフロー６００のいくつかの例示的実装では、観察設定は観察点および観察向
きを含んでもよい。ＤＡＳＨ環境において生じる例示的実装において、初期観察設定は、
視聴者に提示されるオーディオビジュアルコンテンツの各セグメントおよび／またはサブ
セグメントのストリームアクセスポイント（ＳＡＰ）に標示されてもよい。
【０２００】
　この装置は、再生デバイスの意図された動作に関連付けられた標示を受信するための、
プロセッサ２０２、メモリ２０４、通信インタフェース２０８などの手段も備えている。
図６Ａを参照すると、プロセスフロー６００は続いてブロック６０４において、再生デバ
イスの意図された動作に関連付けられた標示を受信する。一般的に、多くの例示的実装で
は、再生デバイスの意図された動作に関連付けられた標示では、特定のコンテンツを特定
の方法でレンダリングする、コンテンツクリエイタの好みの「強さ」を特定することを可
能にし、視聴者の位置（例えば、ユーザの頭部の位置や、視聴デバイスのその他の向きな
ど）がコンテンツクリエイタの好みに優先しうる条件を想定している。ブロック６０４の
いくつかの例示的実装において、再生デバイスの意図された動作には、ある条件を満たし
たうえで、観察設定を初期観察設定に設定することが含まれる。ブロック６０４のいくつ
かの例示的実装において、再生デバイスの意図された動作に関連付けられた標示は、再生
デバイスの連続再生モードにおける再生デバイスの意図された動作に関連付けられた標示
と、再生デバイスのランダムアクセスモードにおける再生デバイスの意図された動作に関
連付けられた標示とを含む。したがって、ブロック６０４のいくつかの例示的実装では、
連続再生モードの際はコンテンツがある方法でレンダリングされ、コンテンツのセグメン
トまたはサブセグメントがランダムアクセスされる際はコンテンツが別の方法でレンダリ
ングされうるという点で、再生デバイスにおける状況依存の動作の程度を想定している。
【０２０１】
　この装置は、再生デバイスの意図された動作を特定するための、プロセッサ２０２、メ
モリ２０４、通信インタフェース２０８などの手段を備えている。図６Ａを参照すると、
プロセスフロー６００は続いてブロック６０６において、再生デバイスの意図された動作
を特定する。ブロック６０６のいくつかの例示的実装において、再生デバイスの意図され
た動作を特定することは、再生デバイスの意図された動作に関連付けられた条件が満たさ
れたかどうかを判断することを含む。いくつかの例示的実装では、連続再生時に初期観察
設定を（１）適用しない、（２）条件付きで適用する、または（３）無条件で適用する、
という標示を含む状況を想定している。同様に、そのようないくつかの例示的実装および
他の例示的実装では、セグメントまたはサブセグメントのランダムアクセスが発生したと
きに、初期観察設定を（１）適用しない、（２）条件付きで適用する、または（３）無条
件で適用する、という標示を含む状況を想定している。
【０２０２】
　いくつかの例示的実装において、条件は、初期観察設定に関連付けられた少なくとも１
つのリセット条件を含む。例えば、満たされた場合に初期観察設定を適用するというリセ
ット条件であってもよい。そのような例示的実装において、リセット条件は、初期観察設
定を適用させる観察点および／または観察向きのリセット範囲という形式であってもよい
。また、いくつかの実装では、リセット条件は現在の観察設定に少なくとも部分的に基づ
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いてもよい。
【０２０３】
　そのようないくつかの例示的実装、およびその他の例示的実装において、条件は、例え
ば初期観察設定を適用させない維持条件などの、初期観察設定に関連付けられた少なくと
も１つの維持条件を含んでもよい。そのような例示的実装において、維持条件は、初期観
察設定を適用させない観察点および／または観察向きを標示する維持範囲を含んでもよい
。
【０２０４】
　この装置は、その再生デバイスの意図された動作の特定に応じて制御信号を生成させる
ための、プロセッサ２０２、メモリ２０４、通信インタフェース２０８などの手段を備え
ている。この制御信号は、再生デバイス上でのオーディオビジュアルプレゼンテーション
のレンダリング動作に関連付けられている。図６Ａを参照すると、プロセスフロー６００
はブロック６０８へと続く。ブロック６０８は、その再生デバイスの意図された動作の特
定に応じて、レンダリング動作に関連付けられた制御信号を生成させることを含む。ブロ
ック６０８のいくつかの例示的実装において、制御信号は、再生デバイスの意図された動
作を標示する。ブロック６０８のいくつかの例示的実装において、再生デバイス上でのオ
ーディオビジュアルプレゼンテーションのレンダリング動作は、オーディオビジュアルプ
レゼンテーションの部分を選択することを含む。本明細書において、かつ図３、図４、お
よび図５を参照して説明したように、プロセス６００の実装および本発明の他の実施形態
では、コンテンツのセグメントまたはサブセグメントに関連付けられた初期観察設定、視
聴デバイスの向き、および／またはセグメントまたはサブセグメントに到達する方法（例
えば、連続再生またはランダムアクセス）に基づいて、視聴者に対するコンテンツの相対
位置を再配置および／またはシフトするように、視聴者に提示されたコンテンツをレンダ
リングするかどうか、およびどの程度そのようにするか、が想定される。ブロック６０８
のいくつかの例示的実装において、再生デバイスの意図された動作を（例えば、初期観察
設定の適用に関連付けられた条件が満たされたという判断に基づいて）特定すると、意図
された方法でコンテンツを直接的または間接的にレンダリングさせ、視聴者に提示させる
制御信号が生成される。
【０２０５】
　プロセス６００のいくつかの実装、および本明細書に記載した本発明の他の実施形態で
は、再生デバイスの意図された動作を繰り返し特定することを想定していることを理解さ
れたい。例えば、いくつかの例示的実装では、オーディオビジュアルコンテンツの伝送単
位の第１セットに関連付けられた第１観察設定識別子と、伝送単位の第２セットに関連付
けられた第２観察設定識別子とを想定している。そのようないくつかの例示的実装では、
伝送単位は１つ以上のアダプテーションセット、リプレゼンテーション、サブリプレゼン
テーション、セグメントセット、サブセグメントセット、および／または時間範囲によっ
て定義されてもよい。これらの異なる伝送単位は、個々の伝送単位の意図された動作がそ
れぞれ異なるように、異なるリセット条件および／または維持条件に関連付けられてもよ
い。また、個々の伝送単位にそれぞれ関連付けられた条件は、ある伝送単位に関連付けら
れた条件および／または意図された動作が、別の伝送単位に関連付けられた条件および／
または意図された動作に少なくとも部分的に基づくように、互いに関連付けられるか、あ
るいはリンクされてもよい。
【０２０６】
　ここで図６Ｂを参照すると、本発明の一例示的実施形態による、図２の装置２００よっ
て実行される別の一連の動作が、例示的プロセスフロー１０００として示されている。プ
ロセスフロー１０００のいくつかの例示的実装は、例えば、仮想現実ヘッドセット１１４
などの視聴デバイス内で生じるおよび／またはそれによって実行される実施形態において
特に有利でありうることを理解されたい。この点において、この装置は、オーディオビジ
ュアルプレゼンテーションの伝送単位のセットに関連付けられた観察設定を検出するため
の、プロセッサ２０２、メモリ２０４、通信インタフェース２０８などの手段を備えてい
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る。図６Ｂを参照すると、プロセスフロー１０００はブロック１００２において、オーデ
ィオビジュアルプレゼンテーションの伝送単位に関連付けられた観察設定の検出を開始す
る。観察設定を検出することは、観察設定が受信される方法に応じて、多数の手法の中か
ら任意のものに従って実行されてもよい。観察設定が受信される方法は、オーディオビジ
ュアルプレゼンテーションおよびその伝送に関連付けられたプロトコルおよびフォーマッ
トに基づいてもよい。本明細書で説明および／または想定するメディアフォーマットおよ
びプロトコルのいずれも、プロセス１０００およびブロック１００２の実装に用いること
ができることを理解されたい。いくつかの例示的実施形態において、観察設定は観察点と
観察向きのいずれかまたは両方を含む。いくつかの例示的実装において、観察設定は最も
取りうる視聴方向の標示を含んでもよい。コンテンツクリエイタによる識別によって、お
よび／またはコンテンツの複数回の視聴および／または複数の視聴者に関連付けられた利
用データの収集および処理によってＭＰＶＤが特定されている場合、ＭＰＶＤについて説
明している実装は特に有利でありうる。
【０２０７】
　この装置は、観察設定に関連付けられた条件が満たされたかどうかを判断するための、
プロセッサ２０２、メモリ２０４、通信インタフェース２０８などの手段も備えている。
図６Ｂを参照すると、プロセスフロー１０００は続いてブロック１００４において、観察
設定に関連付けられた条件が満たされたかどうかを判断する。本明細書において説明した
ように、本発明の実施形態の多くの例示的実装では、コンテンツの態様（向き設定、ＭＰ
ＶＤ、および／または、コンテンツに関する他の情報など）、および／または他の要因（
視聴者および／または視聴デバイスの位置、ユーザがコンテンツの特定のセグメントまた
はサブセグメントに到達する状況、および／または他の要因）に基づいて、オーディオビ
ジュアルコンテンツに関連付けられた観察点および観察点向きの選択を制御し、それに応
じて、特定の方法方でコンテンツを視聴者に表示することが想定される。ブロック１００
４のいくつかの例示的実装において、観察設定に関連付けられた条件が満たされたかどう
かを判断することは、再生デバイスに関連付けられた向きを特定することを含む。例えば
、仮想現実ヘッドセット１１４などの再生デバイスは、例えば、再生デバイス、ユーザ、
またはその両方の絶対位置および／または相対位置（ロール、ピッチ、ヨー、および／ま
たは視角度を含むがこれに限らない）に関連付けられた情報を検出して提供するように構
成されてもよい。いくつかの例示的実装において、再生デバイスに関連付けられた条件が
満たされたかどうかを判断することは、その再生デバイスが連続再生モードであるかどう
か、および／またはその再生デバイスがランダムアクセスモードであるかどうかを判断す
ることを含む。本明細書において説明したように、視聴者に望ましい視聴体験を提供する
ために、所定の状況で特定の観察設定を適用するかどうかは、ユーザがオーディオビジュ
アルプレゼンテーションの特定の部分にランダムアクセスしたかどうか、または、それよ
り前の部分から継続的に視聴することによってその同じ部分に到達したか、によって決定
してもよい。
【０２０８】
　この装置は、観察に関連付けられた条件が満たされたかどうかの判断に応じて、オーデ
ィオビジュアルプレゼンテーションの伝送単位のサブセットを選択するための、プロセッ
サ２０２、メモリ２０４、通信インタフェース２０８などの手段も備えている。図６Ｂを
参照すると、プロセスフロー１０００は続いてブロック１００６において、伝送単位のサ
ブセットを選択する。図３、図４、図５、およびそれらに関連する説明を参照すると、観
察設定を受信し、その観察設定に関連付けられた単数または複数の条件が満たされたかど
うかを判断すると、オーディオビジュアルプレゼンテーションに関連付けられた１つ以上
の部分またはビューを、ユーザに表示するために選択することができる。本明細書におい
て説明および／または想定した、提示するビューを識別および／または選択する手法のい
ずれも、ブロック１００６の例示的実装において用いることができる。
【０２０９】
　この装置は、制御信号を生成させるための、プロセッサ２０２、メモリ２０４、通信イ
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ンタフェース２０８などの手段も備えている。この制御信号は、再生デバイス上でのオー
ディオビジュアルプレゼンテーションの伝送単位の選択されたサブセットのレンダリング
動作に関連付けられている。図６Ｂを参照すると、プロセスフロー１０００は続いてブロ
ック１００８において、伝送単位の選択されたサブセットのレンダリングに関連付けられ
た制御信号を生成させる。ブロック１００８のいくつかの例示的実装において、制御信号
は、再生デバイスの意図された動作の標示を含む。例えば、観察設定に関連付けられた任
意の条件が満たされたかどうかを判断し、表示する１つ以上のビューを選択したら、この
装置は、仮想現実ヘッドセット１１４などの視聴デバイスに、例えば、選択されたコンテ
ンツを特定の意図された方法でレンダリングするように命令および／またはその他の方法
でそうさせる、制御信号を生成してもよい。例えば、受信された観察設定を適用する状況
では、制御信号は、その観察設定に従ってコンテンツをレンダリングするために、レンダ
リングプロセスおよび／または視聴デバイスが認識および処理できるように生成されても
よい。同様に、受信された観察設定を適用しない状況では、制御信号は、受信された観察
設定が、視聴者にレンダリングされたビューに影響を与えないことをレンダリングプロセ
スおよび／または視聴デバイスに対して認めるように生成されてもよい。
【０２１０】
　前述のように、図６Ａおよび図６Ｂは、本発明の例示的実施形態による装置、方法、お
よびコンピュータプログラム製品のフローチャートを示している。これらのフローチャー
トの各ブロック、およびフローチャート内のブロックの組合せは、ハードウェア、ファー
ムウェア、プロセッサ、回路構成、および／または１つ以上のコンピュータプログラム命
令を含むソフトウェアの実行に関連付けられたその他のデバイスなどの、様々な手段によ
って実装されてもよいことを理解されたい。例えば、前述の手順の１つ以上は、コンピュ
ータプログラム命令によって具体化されてもよい。この点において、前述の手順を具現化
するコンピュータプログラム命令は、本発明の実施形態を用いる装置のメモリデバイス２
０４によって記憶され、この装置のプロセッサ２０２によって実行されてもよい。理解さ
れるように、そのような任意のコンピュータプログラム命令は、コンピュータまたはその
他のプログラム可能な装置（例えば、ハードウェア）上にロードされてマシンを構成し、
それによってそのコンピュータまたはその他のプログラム可能な装置がフローチャートの
ブロックに指定された機能を実行するようにしてもよい。これらのコンピュータプログラ
ム命令は、コンピュータ可読メモリに記憶され、コンピュータまたはその他のプログラム
可能な装置を特定の方法で機能させてもよく、このコンピュータ可読メモリに記憶された
命令によって製造品を作成し、それを実行することでフローチャートのブロックに指定さ
れた機能が実行されるようにしてもよい。また、コンピュータプログラム命令は、コンピ
ュータまたはその他のプログラム可能な装置にロードされて、一連の動作をそのコンピュ
ータまたはその他のプログラム可能な装置上で実行させてコンピュータ実装プロセスを作
成してもよく、そのコンピュータまたはその他のプログラム可能な装置上で実行される命
令により、フローチャートのブロックに指定された機能を実行するための動作を提供する
ようにしてもよい。
【０２１１】
　したがって、フローチャートのブロックは、指定された機能を実行するための手段の組
合せと、指定された機能を実行するための動作の組合せに対応している。フローチャート
の１つ以上のブロック、およびフローチャート内のブロックの組合せは、指定された機能
を実行する専用ハードウェアベースのコンピュータシステム、または専用ハードウェアと
コンピュータ命令の組合せによって実装できることも理解されたい。
【０２１２】
　いくつかの実施形態において、前述の動作のうち特定のものは、変更またはさらに拡張
してもよい。また、いくつかの実施形態では、任意の動作を追加で含めてもよい。前述の
動作の変更、追加、または拡張は、任意の順序または組合せで行ってもよい。
【０２１３】
　本明細書において、いくつかの実施形態は３６０°ビデオを参照して説明している。本
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明細書で用いる３６０°ビデオという用語は、任意の投影フォーマットをカバーするもの
として理解されるべきである。また、いくつかの実装では３６０°視野を想定しているが
、例示的実装は、本明細書に記載した実施形態の範囲から逸脱することなく、３６０°以
外の視野を含むがそれに限定されず、一般的にそれより狭い他の視野に関連して用いられ
てもよい。
【０２１４】
　前述において、いくつかの実施形態は、ＩＳＯＢＭＦＦに関連して、および／またはＩ
ＳＯＢＭＦＦから派生したフォーマットに関連して説明されている。しかしながら、多く
の例示的実施形態は、Ｍａｔｒｏｓｋａファイルフォーマットを含むがそれに限定されな
い、他のファイルおよびセグメントのフォーマットに同様に当てはまる。
【０２１５】
　前述において、いくつかの実施形態は、ＨＴＴＰおよび／またはＨＴＴＰ　ＧＥＴリク
エストに関連して説明されている。実施形態はＨＴＴＰの利用に限定されず、加えてまた
は代わりにＷｅｂＳｏｃｋｅｔｓなどの他のプロトコルを用いてもよいことを理解する必
要がある。同様に、ＨＴＴＰ／１．１やＨＴＴＰ／２などの異なるバージョンのＨＴＴＰ
を用いてもよい。同様に、ＨＴＴＰＳを用いてもよい。本発明は、クライアントによって
ＨＴＴＰ　ＧＥＴなどのリクエストが発行されない場合、例えば、クライアントが３ＧＰ
ＰのＭＢＭＳ（Multimedia Broadcast/Multicast Service）に従ったブロードキャストサ
ービスなどの、ブロードキャストを介してデータを受信する場合に適用してもよいことも
理解する必要がある。
【０２１６】
　前述において、いくつかの実施形態は、ＭＰＥＧ－ＤＡＳＨまたはＤＡＳＨに関連して
説明されている。しかしながら、例示的な実装および実施形態は、例えばＡｐｐｌｅ　Ｈ
ＴＴＰ　Ｌｉｖｅ　Ｓｔｒｅａｍｉｎｇ（ＨＬＳ）などのＨＴＴＰを介したストリーミン
グの他の形式にも同様に当てはまる。実施形態におけるＤＡＳＨ固有の用語は、他のスト
リーミングのフォーマットおよびシステムにおける同様の用語に調整できることを理解さ
れるべきである。
【０２１７】
　前述において、いくつかの実施形態は、ＭＰＥＧ－ＤＡＳＨのＭＰＤ（Media Presenta
tion Description）に関連して説明されている。しかしながら、例示的な実装および実施
形態は、例えばＨＬＳ　Ｍ３Ｕフォーマットなどの他のストリーミングマニフェストフォ
ーマットや、ＳＤＰ（Session Description Protocol）などの他のストリームまたはプレ
ゼンテーション記述フォーマットにも同様に当てはまる。
【０２１８】
　前述において、いくつかの実施形態は、（サブ）セグメントという用語に関連して説明
されている。この表現にある括弧は、これらの実施形態はサブセグメントという用語とセ
グメントという用語に等しく当てはまることを示すことを意味している。また、実装は、
セグメントまたはサブセグメントと同様の単位に同様に適用してもよい。例えば、実施形
態は自己完結型のムービーフラグメントに適用することができる。
【０２１９】
　前述において、いくつかの実施形態は、ＭＰＥＧ－ＤＡＳＨのイベントおよび／または
イベントストリームに関連して説明されている。実施形態は、イベントと同様のエンティ
ティ、およびイベントストリームと同様のエンティティストリームにも同様に当てはまる
ことを理解する必要がある。例えば、実施形態は、イベントストリームではなく、（オー
ディオ／ビデオのリプレゼンテーションとは別個のリプレゼンテーションで伝達されうる
）時限メタデータトラックによって実現されてもよく、その場合イベントは、いくつかの
実施形態において、時限メタデータトラックのサンプルに対応する。
【０２２０】
　前述において、いくつかの実施形態は、ストリーミングという用語に言及して説明され
ている。しかしながら、例示的な実装および実施形態は、プログレッシブダウンロード、
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ファイル配信、および会話的ビデオ通信（例えばビデオ電話など）などの、ビデオ伝送の
他の形式にも同様に当てはまる。
【０２２１】
　前述において、いくつかの実施形態は、顕著点という用語に言及して説明されている。
しかしながら、同様または同じ意味を有する、例えば関心点などの用語を代わりに用いる
ことができる。また、実装は、単一の点（例えば、単一の画素として解釈することができ
る）ではなく、顕著点の代わりに顕著領域または関心領域に言及しても同様に実現するこ
とができる。
【０２２２】
　前述において、方向および向きという表現は区別なく用いられる場合があるが、向きと
いう用語に含まれている回転「成分」が、方向という用語には含まれていないことがある
。実施形態はいずれの解釈でも実装することができ、いずれの用語も用いることができる
ことを理解する必要がある。
【０２２３】
　本明細書において定める本発明の多くの変形例および他の実施形態を、これらの発明に
関連し、前述の説明および関連する図面に提示された教示から利益を得る当業者は想到さ
れるであろう。したがって、本発明は、開示した特定の実施形態に限定されず、変形例お
よび他の実施形態は付随する請求の範囲に含まれると意図されていることを理解されたい
。また、前述の説明および関連する図面は、特定の例示的な要素および／または機能の組
合せの状況における例示的実施形態を説明しているが、代替的な実施形態によって、付随
する請求の範囲から逸脱することなく、異なる要素および／または機能の組合せを提供で
きることを理解されるべきである。この点において、付随する請求項のいくつかに定めう
るように、例えば、明示的に前記したものとは異なる要素および／または機能の組合せも
想定される。本明細書において具体的な用語を用いているが、これらの用語は、限定する
ためではなく、一般的および説明的な意味でのみ用いられる。
【図１】 【図２】

【図３】
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